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時 の 言 葉

五月の青空のもと，急激に大都会にはコンクリートタワ戸が林立し，ベテスタ ルパイルの転

圧mの! 込鮮がft ちのぼり， 1止は平和同家主tt 設のための不燃名a¥f li 造成への促進が砂L道にのりつ L

あるの観を呈しはじ占うているが，その反而恥近叉建築月] 各種資材・の入手難から更に進んで物価

高L 敗戦当時を思ひ起すかのj設なl ' R 喋界の情勢に立到りつ L ある如くである。その時，防犬

のへきれきとも云ふべきマ元師の退任の悲報が* び，マ元帥¥1 : : 日本を去られた。その理由は政

治問樹にあるとされているが，今後の社会tl'j 勢が如何に推移されるだら 号か。軽々しく予想は

許されないが，それに従っ て 建築界もｮＧｉｾに反映させられ ることであらう ことは想像にかたく

ない。時代の波( 1 : : 常に前進しつ L あるま11くで，その liiiil 主にがJ らか疑惑の念を思は 1 めるものが

ある。

苦々主回表技術者は常にその技術を以て社会情勢に述応する準備が必要であるが，その反聞こ

のifr緑官業の燕風に自然人 として，耳買は緑の享楽に，古をしのぶ京の郡の j品辺に，はたまた紀

州絡の函歴に，忙中悶を利用して足をのばすこともまた必要でららう。そしてその行く路 で々

巡り合ふ先人古人の手になる古建築の手法の桁巧さ，古社寺の優美さ，古城; Uの堅牢さ 1こしば

しその当時のおもかげをしのぶことも，それが古建築であるだけに近代込嘆に比すべき，また

近代建築に受入れるべき何等かの

良さを随所に見出されることであ

らう。いたづらに古きが故に拾て

F るべきものとすべきでないもの

が得られるであらう。古建築の良

さと近イ匂曽義との対比を常に若々

は省みる必要があるのではなから

うかと痛感するものである。

{ 純明智雇士服在長野鱗 昭和 11. 9. 関室指定)
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殺 計 Rat hael Sori and 

サ ゾタモニカ の連山会進かに見渡す絶好の

地に主主てられたモデノレ住宅。居間の寝室は跳

望の良い方向に取られ，台所兼食堂がプ ラ γ

の中心になって居る。 そり左，居間の止は戸

外で食事できる綴考えられ援 炉 の 設 備i j ); eb 

る。 く次々頁写真参照〉

構造は 3 吋半の鉄柱が 10択 x 2 0吹 の一定t I 司

隔に建てられ ， それに鉄桁を渡して居る。

Art  and Archi tecture Dec， 1950 

上図 自動車霞; 場から玄関を見る。入口左

の畿は主主型ガラス。

下 図 平 面 図



上凶 !{fょ b居間 iJ<食事室等を見Tこ所。単純

化されたデザイゾの中に調和が保Tこれて居る。

左下図庭より居間合通して di nni ng pat i o{'e 

見 る。左方 に見える ソ7 7 ーはベ ッドにな る。

右下図 居聞から食事室兼台所在? 見る。境は新

製品の折盆戸。



右下凶

1x. 下図

di nni ng  pati o  ( 戸外ω食事室〉

寝室。



本建物は事11戸銀行協会，神戸手形交換所，中1

1
戸

銀行倶楽部の 三者の用途 に充て られる ものであ

る。目下陸屋根となって いる 。 第凶階は将来増

築の上集会所に充てる予定で計画されている。

- 円1

神 戸 銀 行 協 会

位 置 神 戸 市 生 田 区 江 戸 町 九 一 番 地 ノ ー

設計 日建設計工務株式会社

阿 梅 作 太 郎

工期 自昭和25年 2 月 8 日

ｾ昭和 Ｒ Ｖ 年 Ｑ 月 Ｚ ｮ 日

階 数 地 上 長階 地 下 1 階

建築面積 屋 階 4. uu鐸

屋 上
26. 7'2 11 

3 階 9u. 73 11 

2 階 95. 57ρ 

中 2 階 54. 4811 

1  階 89.  u211 

地 階 109. 8411 

延長手 477. 4111 



施 工

建築工事

大成建築株式会社

電気， J!!!:!iii '工事

近畿電気工事株式会社

衛生，波房工事

須賀工業数式会社

エレベーター工事

東洋オ ーチスエレベー

ター株式会社

塗裟工事

竹林塗裟工業体式会社 玄関1J ! 1l s

家具，敷物工事

株式会社大丸神戸底

阪急室内装飾線式会社

株式会社高島屋

内外木材工芸。係式会社

消水製作所

宮崎木材工業株式会社

七洋木材工芸株式会社

三上工作所

主主掛及精子張裂地工事

)11ぬ織物工業除式会社

手形交織ｾ
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2 階 3 階 屋 上

1 大 食 堂 1 理 事 会 室 1  屋 上 遊 歩 場

2 広 開 2  ロ ピ ー
2  1;本 吉良 室
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J レ
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5 厨 房 5 使 所 5  物 置
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機 澄 概 要

鉄筋コ γ タリ ー ト造

外 装

F イノレ及イタリ ー巌トラバ

ーチゾ，背面色モ J レ!l J レ塗

玄関，広間

床。人造石塗研出

盤。テラゾー ブロツグ

天 井。プラスタ{ ベゾキ塗

内 装

手形交換室。床 リノ リユーム

① 鐙，天井コルク撒

二色ペンキ仕上，

大 食 堂 。 床 7 ロー リγ グプロ

ツク ，壁ペニヤ天井， プラ

スタ ーベ γ キ塗

ロ ピー。 床 プム タイノレ貼，

①壁フ・ラス F ーベゾキ

スチップノレ仕上， 天 井，プ

ラス F ーペ γ キスチップノレ

仕 上

特別食堂。床フロ ーリ ゾグブ

ロック，壁抄張ベゾキロゾ

ピネ ーシヨゾ仕上，天井抄

ｾべ γ キ塗

( ロピー )

{ 特別

食堂)

( 大宜蛍)
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放 送 局 和 歌 山 支 局

設 計 前 川 国 男 建 築 事 筋 所

施 工 清 水 組 手11飲山間』張所

位 置 和歌 山市一番lli j " 和歌山公閣内

建 築 面 積 ＱＱ ｾ Ｎ＠ '10J手

構 造 概 要 木 造 平 家 屋 根 鉄 板 瓦 棒 主主( 2 寸 5 分勾配〉

外 装 セ メ ゾ トモノレタノし塗 色 セメ Y ト吹 11"

内 装 事 務 室 及放送室応: 接室ー床竪木 後甲板 ス

テ ィγ 巾木ペンキ塗，盛天井 及漆喰塗仕上

放送室及準備室ー壁プラ トγ 貼 ペ γ キ吹付天 井テ

ックスE占ポ ーチ及広間及廊下及洗面所床人 造 石研

凶定規目地巾木人造石初l 出主主天井漆喰重量仕 上

最高棟商会議室 ｾ Ｔ 尺事務室 ＱＶ 尺 ＷＵ

軒 高 11尺5



卒 面 図 説 明

17 宿 直 室 13 洗 面 所 9 応 援 室 5  工作相談室 1 ポ ー チ

18 小 使 室 14 物 置 10 倉 Jlfi 6  :ff 溜 2 広 間

15 炊 事 室 11 廊 下 7 放 送 室 3 所 長 室

1G 浴 室 12 ｾ＠ 所 8  il軽 備 室 4 事 務 室



某 料

設計施 工 島村建築事務所

位 官E 和歌山市内

戸弓
a  

建 築 面 積 一 階84. 3好 二 階39坪 合 計1::l 3. 3序

卒 面. 図 説 明

1. 玄関ポ 戸チ 8. 調 理 室 A. 床

2. 玄 関 9 酉 日 繕 室

B. 床 棚

3. ホ ー ル 10. 男 子 部 屋

4. 応 主妥 11. 浴 室

C . 押 入

G. 客 間J 1: : l . 脱 衣 室

6. 居 flO 13. 内 玄 関

7. 女 r . lr 室 14. 使 所



! : 信 字 面
今 福 i . 歯

5  
• 3  

自t 裕 章 歯

。匝平明p

卒 面 図 説 明

海 南 映 画 劇 場

三 階 二階 一 階

1 控 室 1 司 手 続 室 1 事 a務 室

2  映 写 室 2 廊 下 2 売 I苔

設 計 施 工 前 窪工 務 底

3 技: 術 者 室 3  ホ ー ル 3  
オミ 戸 ノレ

位 震 和 歌 山 市 内

盛 フィルム室 長 控. 室
4  廊 下 建 築 面 積 1 階 121坪

5 吹 抜 5 舞 ーロb .  

2 階 111坪

6 控 室

7  男 使 所

3 階 14坪

8 女 使 所 合 計 246坪



和 歌 山 城 天 守 閣 (焼失前〉

卒 面 図 説 明

1 . 梢
門 昔 小天守二階平面 7.  ，疋苛' f羽三階平面 10. 西 南 角 縄平 面図 13 西北角得平 面 図 16. 倉

2 表 玄 関 U. 天 守 閣 S 多

3. 小 天 守 6. 天守閣二階平面 9. 角

門 11 多

得 ＱｾＮ 角

門 H 多

得 15 多

門 17. 倉

門 18. 使

庫

庫

所

匝込
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虎伏山竹f f i . 域

紀の J II の左岸，吹上の浜の東卸' ! ?今の和歌山市の中央

に叡 占うて眺望のひらけた丘があり ，あたかも虎の臥 した

る如く ，此伏山 と言はれた。天正十三年筆陀秀吉が根来

寸僧兵 とのＡ般に副将である ｾＩ袴長 の 功を賞し て ，大和 Ｑ 一

国の外に和泉，紀州を加傾せしめ此処に塩を廻らして賠

城を樹えしめたが，i ! t 伏山に因んで竹窓の城と名付けら

れTこ。

普諸事行は藤堂高ｾＧＶで，天王十三年三月工を起し，そ

の年rll に本丸，二の丸を完成し，主主十例年五屑造り桃山

初期を表現する上層高欄造りの天守を築いた。城の名を

一名和歌山I戒と称えるのはその地名より出たことは勿論

であるが，元 Ix.若山城とも言はれた。

和歌山城の変遷

秀長の築いた和歌山城は，使長五年l対ケ原の役後，浅

満f乍衡1日清裁の統儀君主り，旧観に復 したので為る。

織 の 結 構

域の結Hl Hx.花]頁に木丸あり ，大小天守閣を配してその

北辺に二の丸， 二の丸の商に西の丸を，更に本主Lの西北

に砂の丸，西市に南丸，東北にデ. の丸を以て天守，木:丸

を閤ん' ( ; .;rj垣， Ｑ Ｑ ヲ淡をめぐらし，その延長凡そ十八 ｾ十

七|む1，これに:f tJUの正門卸ちーの栂門，北西に吹上門，

西に迫廻門，南西に不明門，南東に岡口門の五門を設け

て域の悶めとした。

木丸台t"l li : 海政三百庁十尺，三万に石の階段を設けこ

れを登り詰めればやがて，ニ肝機の小天守， 玄関を入っ

て南折すれば，三府の天守閣に達し，登閣展望すればー

望十毘， 澗i封土快限りな く淡路，凶国・根来・和歌の浦，

箕島沖をＭｾにおさめることができ ｆ る。この両閣の問に

千飯j疲，兵I由般， ｾｩ￬Ｑ 芽ｊｬｉ￯守［を設け ， 台地の北方正阪に水

の三f.梢， 黄金井戸が巡られ，帯電戚野主幹} 毛に領せられ，これに修築合加え

て内談セ鉱張し; r j ' ' : : を完成 1 て僚攻不

ｲｾ のｬｒｴとなった。その後元和］圧年徳 川

家康第十予ｾ笥宣この 附 に ｊ Ｎｊ ぜられ Ｎ｣ 徳

川御二ミ家 として南海の意鋲となり，更

"。川"・圃・111111111' . . ' 1川川'"・・川1111川. . 1111111111. . " 11111111・・11111

万ーに備えられた。

和 歌 山 城 の 記
北滋二の丸には御 館，; 係局，言者

に担械の拡張を図って元和七年銀二千

段党以て普諦にl't i手，従来東南の間 口

すこあった追手合北のーの崎 口に改 め，

守附に不利t.r. 南丸を縄張りして高い; r j

E を築造した。 然 るにこの計凶lは江戸

城も鴛く大規僚であった為幕府の疑惑

司を置き，闘の丸には書院，ｾ御

殿，能舞台等を設け，後庇紅葉書誌

の泉; r j ，築山，T手御堂土手数奇を凝

らしたものであった。砂の丸は勘

定所，御i' J 方役所及び馬場があっ

た。( 二の丸及び西の丸について

は ＲＴ 平 ＱＱ 月号，栗林氏 ｾｉｪｬ ｬｾ 参 照 さ

れたし〉

事? 矧いて問題となったので飯貨は智将 増 田 国 之 助
以上内郭 と内陸を隔てた東北ニ

方を丸の内として，1[ ( 1' : 1活土の屋

敷を置き，南西方而にも特屋数を

設け，更にその外郭東北西三方に外濠をvmり，本町九7

安B率直次を江戸に遣はして弁疏せしゃ酬園町1111・・"。

るなどのことあったが，その後再び) 1:

原町より耐え水車「の青年に五るまrr捌の間接にi{.:i 手したとこ

ろ復た幕府のi浪に触るところと注り，商事rrt柄! でこれを中

止 した。 ( 今の 「痢止」也事件: 額所〉しかし兎も角これ

で和歌山城は一応完成したのであるが，切JI省元年十一月

( 明踏二年 とも言 ろコ西丸前築地寺の屋数より 火を発し

て二の丸建物を全焼し，文化十年十一月 にはこの丸大奥

向の館より失火烏有に帰し，更に弘化三年七月二十六日

底入ツ時本丸天守閣に議官して創建以来の弔:窓天守閣を

まれめ小天守， 統矢会凶棟，歳三ケ所，多門六十三間事? 焼

失した。

天守炎上により当時明敏を以て訴はれた家老山中筑後

は天守の火を尻自に早刑期を江戸に飛はしてが扶のうわ

さの伝らぬうち改築許司を申おしたが，当時幕府Ii : 天守

閣再建を許さなかった為，機先を制 して改築として許可

を得たのであった。幕府も稀々は覚ったかも知れぬが，

親蒋たるの古賀を以て許したのでもあろう。

そこで型炉l年九月十日天守復興の工を起し，山中筑後

以下多町御用係を承って霜月十六日 扇の芝の普請場に針

初式を行い，嘉永二年十一月朔日上棟，三年六月朔自 に

自を大手門とした。

以下旧記につき構造その他を拾ってみることにしたい。

和歌山城の事

本丸 山根石垣廻り大凡六十二間，地j平七百二十坪

にして天! ; j ' 倒木門間にありて二の丸玄関対" 形より二十二

間半高し特に大天守閣台地最ーも高くその石垣台は，六尺

五寸聞にて

東 側 巾 十 一 間 二 尺 八 寸 高 間 間 半

南側 rt 十 一 間 二 尺 入 寸 高 五 間

西 側 巾 十 間 半 ニ 尺 一 寸 高 七 尺 を 寸

仁註，西併合地より〉

北 側 巾 十 間半 二 尺 五 寸 高四尺五寸

仁註 ，小 天守合 ｴｬｾ より

となって敷地は正方形でなく少しく奈んでいる。天守も

また正方形でない。 卸ち下の寛に於て

東側，十間半 尚側， 十一間二尺二寸

西側，十間二尺守干寸 北側，十i首] = 尺

この面積百十八坪 となって 4 、るく平岡図参目的
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大問問 御同御ｾ御調小布 御 岡

管 供 脅 後 1) 、 十 甚h

ー 隣 組 .

舎 智 容 守 容 ， 、 防

現 頭 繭 観 味

格 絡 熔 従 修 得 衣 忽

御 格 御 御 御 御 御 御 御 御 御 御 五 奥同御i }Ji倒。聞御御防御御

明助ZZTJ 庚TZ{ 立 Z2党天動御私

服宙定用定1iffl 諸方下空襲白2目22RE
御耳E百師事御倒取 政 主主

取 取 剤 取 練 所 取 楠 m鍍 人 妹 組 書 官

(f 次 行 次 行 動 之 町 動 人 剣 蹟 動 手 十 頭 付 役 劇 動

QIl 

II 廻 西 湿 中 澗 樹 稲 宮 宮 市 鴎 F月街野UI 下 康

bi l l 鮒 業 比 業 主 医 崎 川 出 会 谷 口 中 村 卒

pf f 2f f 司 十 俊 許 222将風説

明賢正郎J l s兵 信 衛 I i ｾ￟＠ 信衛兵衛丞兵ｾ之衛門
門源蔵E華街門 r，大 門 衛 門 E書官官E事助門疎

吉原原宮宮室陸作 蜘煽附原崎容原

勝 銭 久 勝 高 泌 物 地 後 竺 常 映 元 常 次 信 武 盛

S普及抽都知I ! ' ) 介君E 雄 普術開放綾也古i t X 包

御

4島

幸時

絡

基礎工事問架入れには佐々衡を吹き鳴らし胴突きされ

たとらる。

惣板の間で. f l t 場の高さ下の御意床より中の御室板敷ま

でー丈六尺，外迦り柱九寸角，内廻り柱ー尺角，大極住

" ' " 木の内二木はー尺凶寸角，他の二本f" t ー尺三寸角で，

刀袷，鉄陶芸促，お磁を設け，" ' " 方に縦凶尺横一間及問中

の武者懇十三ヶ所，東南西側に各五ケ所づ L の短形円形

の矢狭間を作り，西北を除く角々並に東側に袋狭間仁岩

石糸: しとも言う〉を張出す。東側，西側の二方に入母屋

被風を設け惇み下: i f f i 懸札鰭，裏甲等鋼板包み，議のと

ころ銅i阪rr海波打出し，息板に葵の紋を十j って付 く，車F

間続桁兵より茅負外迄凶尺五寸。入口，北側一ケ所，土

戸両開き，此御軍南東隅の板教を除けば床下に道あり，

一間ばかり北にあたり東側の盛薄くして紙の如 し こ れ

を符き容易に外に逃れることを得る仕掛となる。

中の御震の大 さm: 西桁行入間半ニ尺一寸五分南北梁行

入間ニ尺五寸こ の間積七十四坪，惣板の間この板の間よ

り上の御重板i政まで二丈七寸，外廻り柱八寸角，内廻り

九寸角， 縦凶尺横一間及問中の武者窓十三 ケ所，外廻り

里まの厚さ入寸，円聞に各一ヶ所づ L の入母屋破風を設く

く但東西の分照破風〉

長 上の震の大さ，東西桁行五間半ー尺

47 間一尺

定 この糊二十八坪四分，惣板間， 鰍 よ り 棟 木 ま で-

7 丈 間三寸， 天井内極造り仁化佐野地コ柱の太さ外廻り

今 八 寸 角，横二間縦五尺凶寸の土戸窓付を凶方ーヶ所づ L

お 付け，四方機高欄付総鋼板包み，四壁の厚さ七寸五分，

五 軒の出端桁真より茅負外迄五尺三寸とす。この繍より

)  く25頁へ続く〉

く横約一尺〉

五南北梁行
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高

野

山

不

動

本

笠

築

男

建

道

古

野

州、i

比日

紀

め

らでも H誕生f旬、らでも行くことが出来る。 山にかこまれ

た， JII の水の美しい村だ。ここの八嶋宮の| 日例宮寺本堂

の大日堂は室町初期の建築で豆町匝面単府，凶注進の素

朴な仏堂であった。

那賀郡根来寺大伝法院の大格( " 1 大師堂と共に秀T守勢の

ｾ簡をまぬがれたものでｴ｟，る。大構は永正十年相輸を上

げ，同十二年均年成のもので，室町: I t I Jの再建でばらるが，

筒 さ円十七尺，方1 ' "1-1づL. Rの本' J NT: : 大の木造多主務で上

門下方，下層平聞は十二木の円位から成る

円形の外側に，方五聞の裳将をつけたもの

で内向l円形，外陣方形でらる。なお中央柱

間三間が板戸，両脇間が連子窓となってい

る。 近ずいて細部を見ると柱も細 く方柱で

優旅な室町期の気分に接するが，初7置屋根

の 上に鰻頭形をうけて 宝 黙 の肩の 怠 ｾｫ 現わ

し，全体にはど:っしり滋; ちついた重味を感

じる。

凡そ，大事斉とは弘法大師が密教と共に向

から将来した形式で宝然に裳階をつけたも

のと云われるが，根来の大事替はその形式を

よく伝えたものとして側自立高く買われてい

る。

和歌山市に入って我々は先ず竹垣城天守閣と ，その下

方，片岡町松生院本堂の戦禍による焼失を悲しみ，次に

紀三三井寺多宝鱗; のジエゾ台風による倒肢をなげかずには

いられない。

天主閣は薪永三年再建の徳JII 末期i蹄 f儀式のもの，松

生院本堂は鎌倉中期，犯三井寺多宝第は文安六年室町期

の建築‘ をあった。まことに惜しいことをしたものだ。

今，市内最古のものは，紀三子i 守の閉山堂である。宝

形造であるが後 Jlt の修怖に原形を改めら; l t ，ている。同寺

の桜門及鐙僚は天正十六年桃山初期の建築である。朱塗

の後門 ｬ 工高い杭段の 登り口に寸 Ｚｩ［ＮＢ 頭民上 の 胡粉 Ｑｾ 色射 Ｚ

丹蓮華麿草のすきぼ りは桃山時代の匂いを漂わしてい

17 

告き鍾

紀州には両国分寺，薬師寺，高野，根来，粉和! の諸

手f ，目前向懸，繍山，熊野三山' k はじめ，古く建てられ

た特の社寺があるが，今はそのか;J J ! 当時の建物は見られ

ない。現存するものは鎌: f f l時代以後の建築のみである。

先ず高野山から見て行こう。

我 が々山に登って最も 心事ど慈かれるのは や1) と云つで

も，不動ぷ堂である。建久八年の冶常というから紀州で

はK ，S " のもので，二間i川耐の主堂と其Illd側に一間二而i及

一間二市iの室が附属 している。そして正ldi

両立riJ に方一間の吹流しがある。

なお，主室の屋棋は入母屋造で， f，!lI l協の

間Ｈ Ｇｴ前 聞及千ｾ函 へかけて 鎚破風 を 以 て主屋

にとりついている。

かくして，ゆるやかな流れと深い粁を持

つ情皮葺の寂びた屋桜が古Dの朽ちt: J)l l々

のせているのも奥ゆかしい。鎌p ，- も JIi j )切で

あるから藤原時代様式の悩殺が残り，ね般

造の商影を蔀戸にみることが出来，住宅怨 r ｾｹ＠

築を巧に応用した仏寺建築で，傑作だ と 云 議 ;

われている。 紀三井寺

金剛三昧院の多宝塔及経殺も貞Lぷ二年の

主主築で殊に前者1" 1方三間i ' lV凡冷皮i ' f で，下回斗告主間の

慈股が簡素で美 しい。私{ " 1 - 夜この院に泊りよく J脅かれ

た庭の隅に古杉を背景に立つ，この犠: を泌々 鑑賞・ したこ

とがある。

奥の院御廟に近く幽遼な周囲に調和して， 方 三 間 単

周，宝形造冶皮葺の一切経蔵文珠堂が立っている。慶長

凶年石田三成の建立で桃山時代のものであ る。

なお，覆鉢山に在る薬師堂と位牌堂は家光の建立で江

戸時代のものである。

高野大門への登山山道に 当る 伊 ｾ ｉＺ 部 天 野村丹生者 ｉｾ 比 売

神社の楼門( " 1 室町時代の遺構で，槍皮主主朱塗の壮麗なも

のである。

那賀郡靭淵村へ私は見好村から入って行った。船戸か
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る。石段を登りつくした大柄の下に立つ鐘楼は三間二国質問，

入問屋造瓦主主，袴E裂で特に呉色ありとは云えない。

和歌満天満宮の本殿1: 1 : 俊足十年桃山期の建立，ヨ軍T

入母屋檎庄:葺箆で正而而i向惇土上. に大きな千鳥破風が設けられている

同じく和司敵先t浦甫耳東刑ミ.f引リ白:!照任駁{宮tはt 元1荊和;司湘11七年の建立， 典型的な権現造悦肢で

単府槍皮葺の木殴. : : r i のrrn. 持政を備えている。江戸初期]の建築。

海草郡で1: 1 : 加太町の務日相11トtが一間H. 流造，伶皮廷の，小く

1  はあるが優美なもので慶長元年の建立である。

加茂村梅岡の釈迦堂は鎌介期の唐様建築，明治末期の修理で

五聞を商重層， P.:': I注造瓦主主となった。台輸を頂く太い綜柱，蔚

樫特段斗挟尾稚附持組の軒先，器官戸花頭窓の軸部，いずれも

的線の洗顔さに穆 il R . する。絵禄絞形も美しい。

下持主情了浜中の長保寺には方; 堂，多宝塔，鎮守堂，楼門の凶棟

はいずれも録台末期延 ｎｾ ｊＡ ｱ 年の建立とされる。本堂は五間五而

単問、入母屋造木瓦: l 1 。屋* の浩賢れに鎌食時代の力強さを見る。

多宝犠は木瓦葺で r.kvi の屋燃は小 さく悲聖子に見える。少し離れ

z  た木の聞に立つ鎮守堂( - : 1 : - - 間社統造の小 さい神社建築で; ! o る。

総体にここの建物1-:1:荊l夙に府線天竺慌をまじえた綴; えである。

有間部に入ると先汁 之ｾｴＺ Ｉ［Ｑ町 ｊ ，キ ￮ ｦｊ ｬ ｊｬ｝の向うの山主主に浄妙守の

屋相対Ｚ光ってみえる。ここのノドｾヂ自ｩＱｩＺＺ主と多宝搭が鎌 ｦｲ 末期の

建立である。i I ii ポーは三nil 三附 ii'. 明， ＱＦ Ｑ 注造，ヌド瓦立で，内剖 ｜ｾｊｾ

慨壇1" 1 藤原時代を思わせるものがある。後者の内部はもと :.t¥波

地に彩1到の捕かれていたあとが残ってゐる。

湯浅の町はずれ南! ぶ村の八朗幹神社の/ 1 '，; 殿が室! sJ 時 代 の 建 築

築，三聞社流治である。邸内祉の若宙，高良両社の京阪も共に

3  ー聞社春日造で、すべて槍皮ii玉、同期の建11 と伝えられている。

更に金屋から入る岩ft 村に1" 1 葉生の薬師i堂と法音寺の本堂が

室町期の建築とされている。

日高郡では道成守の木堂及機門が室町初期! の建築でまbる。前

者は七間守主而i単同，入母f J : i色木瓦主主肉界付で鎌t ; の匂を君主: わし

ている。後者は三r 1 . IJ一戸: m: 腕，入母屋造本瓦葺の仁王門で， 六

十二階，急傾斜の石段の上に立つ安1" 1 見事である。

速く離れて東牟業部に移る。 那智山有岸波寺の本堂如意輪堂

は桃山末期の建立，九間九而単同，入母屋造，村j: t f の大建築で

4  ある。

以上地域的に記獄して来たが，も 一度これを時代町iにまとめ

てみよ う。

鎌倉期の建築は高野の不動木; 堂，金剛三除院多室然及経蔵，

加茂の釈迦堂，長保守のいl棟， (J t妙寺のヌド堂多宗務{訟である。

室町時代のものは道成寺の［ｪ＾［ｾｾ及桜門，天野 ｮ 生長 Ｑ｜ 比先制 ｬ 祉

の桜門， 広入瞬時の三棟，柄淵八勝利l笹; 寺の本宮，粟生. の薬師堂

及絵音寺ホ; 堂，紀三弁寺，閉山堂，根来大塔大師堂等: であるo

ifi 桃山時代には紀三井寺機門及鎖犠，高野のー匂| 経蔵ミカH太脊

日干111社，和歌浦天満宮，菅洋1度寺; j > ; 堂等で，江戸時代のものは

挙げるにも及ぶまい。く* 荷和歌山女専講師， 県観光連盟嘱託〉

5  写真説明上ヨリ

1. 紀伊那賀郡靭淵八絡耐量t大目隠( [ i ! i 3 i ) 室町時代

2  綻伊l . I f 'l' 長似寺( ! i l l I 3; l ) 4  絞伊道成寺仁主門芭六 f-二段の石段

3. 郊智，lj 脊巌渡寺本堂( 圃宝) 5  詑伊有田郡. 八F宮本殿



ｾ若方贋ｻ乍 災 鬼 方 氏 作 御 輿 m 方氏作 話 i'Jll({乍

和 歌 祭 に 就 て

今 津 吉芳王

豹l敵山市の初夏を彩る五月 十七日の和歌祭( " t . JRtl H也、祭 として陪に海に相Lぶしての行事でらったのでまb る。

礼の行列で三11有余年伝統の祭典は諸問の汲御行列のt'k この荊1: 搬は元和入ヰ手始めて執行されたそをである，

に喰拝んでいるのと大分趣ぎを鋲にして汲御の行列l工夫 当時の状 況は市紀徳川史によ ｾｌ ば，

々の芸能を持ち所wをしながら行列が進むので天下三大 御祭礼I. t : 何年州月十七日九月十七日 - Cj! CI 月十七日 j武大

祭のーとして 111:1こ喧伝せられてい る事11拠法御の行列で<h 祭なり ，年抑制l白I j に針楽あり田楽らり御在凶にはーの行

る。 列にて御参祥倣必: ! fkて御輿遊観所に波i調! あり遊館所仁俗

今1" 1 絶へてないが御関自治と云ふのがらった，陪上の行 に御旅と云. ; . ) は御本社前六1 許・出島j市の洲拘 にゐり ，

列}こ応じて海上の祭礼が加はり大-1-"絶j 誌の手11: 欽浦を背景 此の所 に似 御殿を ｩ設け ｾｴ の左 コむにｾ ｜上 の街 ｬ 桟炊より有司

紹伊和歌浦東照宮i度御之園

嚇塑E
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の桟敷稀土の桟敷百聞を建て連ね松葉を以て飾りをなす

依って松葉筏'/jk と悶ふ仁貞享荒辰年和歌祭礼筏敷1 ; 1Jる〉

渡御あ りて遊観所にて相僕皐りて還御なり還御の御時所

作 ある 後 に芸尽しをして選る 又 ｪｉ［ 時事 ｾｪ 歌浦に楼船く 御関

船と称する則御座船〉を涯へて船歌を発し殻を打って繰

とる海陸調を合せて響き治漢に渡り竜神も感応すべくや

まb らん是四月十七日の事として此日城中諸司総体休務喰

御留居者手頭御留守府喬一同当直城中を守り市在の決jtli 皆

業を廃し我劣らしと和歌浦に鮒集す和歌祭の名ｾＢ￬Ｎ古人凶

方に轟きあれは近国遠在より 参観群集亦影しく突に立錐

の矧! なき迄} こ雑沓を極む然共君上親臨の国祭なれば紀待

商議もお} 援を見ずP佐々 踊総歓喜を尽して万民終援の辛苦

をfk浪するものヰ日く恩はれた布11輿渡御の式l士左の虫11し

と云へり，

0 根来頭 根来百人者 榊

0 獅子頭 回楽 0 隊振

0 御 政 鉾 七 本 O神話 0 長 柄 倫 百 五 十人

0 長刀振 0 赤 母 衣 七人 O 自白衣 七人

牙i曽 五人 O蓮) <( 五人 O警悶 百五・十人

牟鉾 0 維賀踊五十人 0 隊振 六人

0 貝 吹 二人 O 街吹 三人 O 大鼓 川人

0 鉦 三人 O受俸 凶人 警警固 百八十人

0 府 船 七 十 人 0 山伏三十五人 O縦鉾 八人

塩汲五十人殿方合人数百五十人前砂台

山路草刈 人数百五十人 由人 五十人

0 餅花踊手合餅付嚇方あり人数百人

鷺山

福政芳

0 立花柄四十二人

tt法 焚

0 鉄 砲 三 十 五 人

若衆 十三人

O仮間被七村L人

Ｐ や ＱＱ ，ｾ . 3疋

O御長刀 三振

O 導 楽 四 十 八 人

大章 子 十 六人

O布11主 騎 馬

雲蓋院{ 曽正

雲山)1民 踊 様 方あり人数百人

花筒人数三十三人

女人形二十四人石引五十二人

土俵空絡 先官

猿 舞 九 疋 蜘妹舞 七人

女 形 十 六 人 飽 儲 師 五 十 人

鎧武者十三人町大年寄

御鉾 三本。御長柄 三筋

御弓 三 張 御 鉄 砲 三丁

小章 子 四人 中Z伝子 六人

科儲 数 人 制宝持 数人

O御 輿 白7 三十人合九十人

僧 騎 馬 十 人 町翠行

与力関a心 0 三道具

右御祭礼元和年中より始まり 右の如 くの式なりしも神

幸の道路に余り 人数混雑して式の如 く諸事行はれかたけ

れば寛文六年命により人数を滅省、せられ夫々株にて省く

あり叉株のま L にて人数を省 くあ りと記されている。

fi 文六年に人数減省せられたとあるか何れを滅省した

か詳かでなし、。

現在の和歌祭検御行列代前記中のO 印の他は見へす. 凡

て人数の虫uきも節約して居ると思はれるか行列に参加す

る 個人の衣裳 ｬ Ｂ￬Ｎ 別 として東・照宮より出支出の費 用ｾ Ｂ￬Ｎ 昨年

の支出は五拾万円を見したとのことである，行列につい

ての長状の概時を記すと

一斑¥1刀採り 家筋が決っていてその仮り方も凶十八手あ

り{史月1の死H刀はA 剣でないと本当に使へないといはれ

るこれを小手返し，ー文字，背車， 等の型に手際よ く

振り廻 るのである。

ー赤fキU'( 十二三才の子供が色どりた ζ 縮緬 ｾ￭ 五筋を傑

にかけ美麗に杓飾り実母衣を背負ふので然るべき家筋

のものでなくては之に加はれないそをであった。

一白母衣竹で作った母衣型枠に白縮織を袈つであ名目

方は十位'1五目もありこれを背負ふて折敷いて自由に左

右に振り廻すので相当の力のまbるものでなくては行ひ

ｩｊｾｴ こ ｌ 、。

一 連ｾＩ＼Ｈ女装の織に白粉をつけ巻 物織物 等を蓬尺に背負

ふたもので呉服屋の喬頭さんが主に加はっている最近

t主婦人の参加 も多いとのこと。

一俸 振 鬼 の 阻iを被り腰には丸くけの非常に太いものを

廻し三尺余りの蝉草入れを引臼の根付杯なと異形の服

装をしたもので隊は短火になぞらへた赤い総厳のもの

をつけてある術諸隊といふのが加はって大主演に合せて

篠振り廻し踊るのである。

一雑賀踊交る交るに片足を上げて竹の さ L らを照りつ

与問る俗にチ〉〆バ踊とも云ふこれは和歌・山鴛め森の合

戦にキ， ｧ ｾ Ｑ ｩＺ正 ｅ の家悠雑貨 孫六の踊を凝したものであると

いはれる。

一唐 紛 竜頭の屋台船で鳳風の作りものをのせた華麗な

もので古調塁まかな船奇士宮はやしながらねり行くのであ

る。 く34頁へ続く〉

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 9 ノ 9 ユ ー ム 糊 Y ノリ ユ ー ム ・ ワ ッ ク ス

東 洋 リ J リ ユ ー ム 株 式 会 駐

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹五を八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪轄区謀五F37Fピル 東賊広 東京建計鶏明日5 6 4和ピル
大阪事務所
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紀 州 郷 土 玩 具 巡 り

松 島 藤 太 郎

< > 加 太 淡 島 雛

南海電 ｪ￟ 加太ヨｾｾｾの終Ｈｾ加太の淡島 ｴｦｴｬ 社より出されて

いる守釘ω: ある。縁起を印刷した白紙に包まれた可愛い

鋭でj汚物は紅く金の冠をかむっている o m日う布tl 功泉后三

斡を征 L 御凱旋の後ち，築紫の自立問で，益田皇子，印] t : >

ｬ ぷ布 ｴ ｬ 天皇を ｬ をませられま ｌ た。そして記子と共に布 ｉ ｾ え苦ま

らせられる時［ｴ，［ｊＭＮｦｬｾ王が苦しを起して国 ｲ ｬｬ を騒がしたの ℃ 史

子を武内街繍に託して紀伊国日高に逃れさせられ，虫10

l主要推波をきして赴かせ給う。時に海上俄に荒れ風浪商く

御船lま木の葉の虫11 く，英上針絡をタミい虫11和! ともなす孟Ji(1:

出来ません，皇后は天に祈り親ら船の苫をとって海中}こ

投げ入れ事)1の加護によって，苫の流れ行くまにまに御船

を憎がせられ，遂に淡島に1 ffかせられた共放に此の島を

苫ケ島とも友ケ烏とも名付けたのであります。此の島に

は大己資命と少彦名命の二位が配られていたのでi 皇后

は金銀珠玉の数多の供え物をされて，絹ぎれで小さい少

彦名命のお容を作られて神殿にお納めになったのであり

ます。皇子を生まれた蚊回の地名をとって加太と云ぃ，

元淡島に配られていたので淡島1見事tl とも崇める様になり

ました。皇后が産後のお悩みの時に御祈願遊ばされ窓験

があったので，後世に歪り懐姫のもの叉は安ｾを希ろも

の願をかけ雛人形・櫛・鉾など奉納する織になりま L た。

古い書物に当社の神主の宅の茶碗を人知れず持ち帰え

る時} こ右の袖 口に入れば男児，左の袖口に入れば女1尼を

f受かると云うと書いてあります。

<>淡島の

ひきがえ

る

淡島神社

の本殿に向

って左の所

に，億{ j ! ! 殴

2ニ額のかか

った小桐が

あります。絡子戸の中には大きな蒲団を意ねて，英上に

は倒的伐の高さ二尺あまりのと少し小さい雌般の大ひき

がえるが安置されていて英両側には搬を作り大小数多く

泰納されています。茶| 付には石造のものや，土製のもの

などもあります。

止t蝦纂を詰Eるrl3来lま，古事記に出ている。大国主命

が，出家にお出のl待にlnかの海上から天の徐立掌船に乗っ

て火坂般の皮を衣J l bi として近寄って来られた利l機があっ

たので，如何なる事11でまb るかとお尋ねになったが，何と

もお答えがなかった。お伴の神々も皆御名を知らなかっ

た。此の時に多遡具久仁たにぐく〉蝦哀が申上るには，

英れは久延E去に案山子〉が存 じて居りますと官官った。其

れでお王手ねになると ，あの方( 1 : 少彦名命で在らせられる

とお答え申上げた。果してそうであるか否かと言ろの

ーら 事11政よl ! . 日の千r t I にお伺い申上げると正しく 我子百ある

ことがわかりま L た。其れで大国主の命 と 兄 弟 と な っ

て，此国を堅めよと言いi復されたので，大国主命 と少彦

名命の二仰で此の日本の国を作り堅められたと言号制l話

があってそれによって，同社祭事)1の少彦名命の使役者と

して付.の傍らに配り込んだのだと言います。

l} ) - j 治末年までは- ! ; J I奉納物などはなかったのが，同四

十件| 年頃に和歌山の某氏が現在のl ! j I 耕太蝦纂を納め共後

ち土統のものを諸人が奉納する様にたりま L た。

止tの蝦慈を奉納すると種々の飯事も聞いて下さるし懐

中にすれば訴訟: J ' lf など悦; 度勝てるといっている。叉よい

誌を引くと

いって今に

信じられて

いる。

< > 和歌山

の土馬

徳川|の最

J時期湊御殿

の鬼門にあ

たる東長町
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一寸目正佐寺内に鬼門天を祈り参訴を庶民に開放 L たの

で広く信仰君主集め箆らりとて問え，英中でも腫物平癒の

祈願最も多く年代は不詳ながら古くからこの土馬を借り

て「クサ喰えグサ喰え」と唱え乍ら腫物印lちグサの上を

撫でて全快の上は更に御礼馬ー個を添えて奉納する祭厭

とする習慣がらった。製作者は和泉の人で， Ｑ 仮 Ｍｾ Ｏｾ者広岡

卯之助は七十余才，同人五十年間に駁扱った馬の型は十

数種，徳JII 期には八種以上もあった。震る時代市内の某

力士が自分の力量を僧進せんものと，府;利支天に土馬を

千筒作り是れを千馬と名づけ奉納 L .;たもので，其散迂白を

防がんため，馬の下部に孔をあけ是れに絢き竹を一文字

に民き大凡ご百個一応として五本ばかり釘づけとして納

めたこともありました。

< > 和歌山の 克 猿

市内栗林八幡宮宮内の日吉山王1111社が

あります。 此山王山さんから瓦猿を借り

て来て干1 I1捌にお叩りして安躍を祈願しま

す産婦は勿論一家中是れに祈願をこｾ，

安産の後ち更に新らしいもの一体を添え

てお礼として返納いたします。桃と安産

憶 とを結びつけた事は而i白く，顔と桃とは

ベにがらで茶渇色に会られ色彩的に感じ

のよい色調をもっている。桃の外鳥を狩ったもの仁ぢん

ぺい〉を泊たものなどがある。明治中期運市内瓦町の瓦

職は内戦としてこれを焼き仲々戚ん・むあったが現在は，

野上氏のJ苫先きに外の瓦と共に淋しくならべられている

。紀 州 の 克 牛

市宮，秋月の目前国懸神宮の末社，僚制1さんえ瓦焼の

臥牛を奉納することが古から行われています。牛( - ; t 草を

喰うと言うので子供の癒物仁クサコなとーには，社短に奉

納されている瓦牛を借りて来て平癒の後ち，更に新らし

22 

いもの一個乞求めて二個

となしお礼として返納す

るのであります。頭部に

大黒様を駿いたものなど

型変りのもの十種ばかり

るります。この神宮の南

五六町の処にある津秦天

満宮へも耕内されてあり

ます。

<> 和歌祭の笠鉾と

長万

市内示1歌浦にある東照

宮t" t 南海の日光とも私され，元和七年配州議祖頼宣介の

建立で，安康公が純られてらります。昔は四月十七日に

和歌祭と云って其の祭礼は殊に鹿大で有名でるりま L た

が戦時中l士一時中止されていました。が戦後は復興され

ています。祭の前 日には，関船及び小平船が武装して戦

勝の船歌を唱えて太鼓に合せ櫓拍子努ましそ船鮮の式が

らり終って夜中に和歌の浦に廻送し，当日には出島の浦

洲崎に相t 幸所を設け，本社よりの渡御の御道筋には桟放

を組み竹矢来を設け，近村からの人出でf'p々 のl伝わいで

した。

i震仰の行列の中には，乙女，長刀振，赤母衣，白母衣，

連尺，山伏， 棒振，諸鯵，キI 賀瞬，竜頭約首，笠鉾，猿，

餅花踊，臼引， 餅抱， 百聞，相談取，田楽など色 々あっ

て，中にも巨大な母衣を担いだ勇壮なる若者，社笠の古

閣を被った滑稽なる身振の百回i衆なども交って頗る古稚

な祭礼であります。

長刀は竹の長さー尺叉は二尺で色紙を巻かれ両端に色

紙を絢く切って房をつけ一端に竹に鋲藤をMり長刀の穂

先 きをかたどっています子供達はこれを振り廻して弄ぶ

のです。叉花傘は高さ六寸{立の柄につけている糸を曳い

て廻すとくるくると廻る様になっています。

。豆 人 形

和歌山名玩中の白眉，豆

人形の倉1)始者は，実にー篇

の哀史の主人公で，かつて

は東京吉原に佐し，節分に

遊女の髪℃矧iる竹のかんざ

し，宝船を作って売ってい

たカ殺漂 流々転して遂に和

歌山に墳墓の地を求め，明

治三十年頃より独特の豆人形を案出して路傍に出馬 L :木

組で捌を作り柳行李の輩と底とを乗せて二階を作り，下

段にl士材籾を入れ上段に製品を並べて，子供をかり集め

て製作実i演をやり乍ら二銭か l?十銭{立で売っていた。三

喬受，武者人形，馬乗武者，機弁慶などがありいづれも

豆を顔にし，眼ぬを省時した所に巧妙な芦f想がらり豆人

形の名のある所以でも iDる。特に三千存受は把手を動かす

とキリキリと自転する仕組になっている。

作者は病を得て製作を絶句貧窮の生活を茅屋に送り ，

妻( " t 発狂し其後本人は中風に悩みその死骸を横たえ，日

の丸の旗を作つては哀れを求めていた。彼の慰めは突} こ

全国各地の玩具蒐集家の寄せられる豆人形懇望のハガキ

約二 三 百枚を懐 中 し秘かに自慢としている点でｾり涙ぐ

ましくも又いじらしい有様であった。



o 首 人 形 作風は概L て入念で御所人形の感じがある。天神，鯛

紀ノ川の硫に俗に東海道五 戎，戎. s倒1中，蝕拘ぇ，俵対: ち，遼謄等おり男子を産ん

十三次とゅう悠々自適してい だ宅え天布11をお耐にあげる習慣があり大小 あります。

る一同があったがその 小に大

阪の両万長者の薬組問屋の主

人があった。人に践を下げる

のをは比、とゅう天才肌の男が

ｾった。名を桜してせっせと

有人形の外数種の人形を作つ

ル ていた。既に中風を病みとい身

i忍 不l沼のため片手片足を動かし

む て附近の土をとって来てはこ

ね，マッチの刺|木をさして恥hとし肉粉の空瓶をおさつて

はその中から少しの白粉を集b て顔に塗り，ほほ紅まで

つけて実に可愛らしい人形を作ったのでおった。

o 高野

山の導

主犬

弘法大

師が符よ

り11a籾後

弘仁七/'p

の夏， 平作

教凶院を

ｂＱｾＮｴｬＱ ｊ する

に適当な

る土地を得ょうと経隠されて，大和国字宅軍部の山rl lJ こて

失然身長八) < ! . . 詐りの筋骨たくましい猟人狩場明仰が弓箭

を負い毛色美 L い泉1' 1二:Mの犬を連れているのに出過い

ました。御身は此辺りのttl! 理を知 のるるならん我明むtt!!

形あらば教え給われと聞きました。猟人は帝 ｣ ｴｊ Ｑ ｛ｧ Ｑ ｻｊｾ名ｾ ｜ 郡

の南に窓ttl! あれば案内せんじご頭の犬を先頭に山を越

え谷を減って. i 1主まれま L た。此時案内の猟人も犬も紺際

に駅けいると共に共姿が消えてしまいました。不思議に

思い乍ら同も暮れて，紀の川の畔の草奄に宿をもとめて

翌朝此宿の老翁に導かれて山を登って行きました時に昨

日のご頭の犬が姿を現わして霊地に案内しました。突然

大師の前え丹生都比宛tIl lが現われて山の頂きえ伴いまし

た。此時に老松の上にさん然と輝く何物かを見ました。

是れぞ大仰が府より投げた三鈷の金剛杵であったので其

利験を喜び滋に一大霊場を

建てる事になったの でゐり

ます。

。御坊の煉物

日高街肪の人形で，同郡

塩屋村猪野々，田中豊太郎

氏によって作られている。

o 道 成 寺 の 釣 鐘

小生の. t l 1J索道成寺土産' { ; ' ，安珍消般に閃んだもので，

入柑桜に蛇を巻きっかせた釣銭を吊したものでありま

す。

o 勝 浦 の 大 漁 船

。 田辺の船魂様

粉河の流し雛によく似た

紙雛で，漁船の進水に際し

舟主砲として肥る風習は海岸

の各地に見られるもので海

上安全を祈り鋭意ILの時( "l : 水

中に投ずると災} sを免れる

と伝じられている。

黒柳jの奔流する熊野浦に育った子供達のあこがれ{ X，

海であり，漁船であります。この玩具の喜こばれたもの

もさ然であります。漁船新進の際余材で作られきれいに

彩色されている。

以上をもって主だった紀州玩具の紹介を終りますが，

この外に野吉人形，を山明。などある。

観光紀州の立場から新しい玩具の創作ど，古L 、玩具ーで

復興せられるものがらった らし、よいよにぎやかなものと

なるだろ号。太対! ! の鯨 ・高野の石家丸 ・白浜温泉人形な

どは，玩具として釘材籾だと思っている。

〈筆者，紀少H捌l土玩具研究会同人〉
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漆 ど 建 築

雑 賀 紀 光

今紀州! の春( 1 : 早い。オレ Y ヂの段々州の山々を遠く霞の

中に眺めたが ら，彩、( 1: 今，漆の町黒江の茅屋にこの稿を

まとめている。

ハアー，紀 Ｎ ｪＧｉＧｉｾ Ｎ柑Ｈ ＱＺ ，漆 誌の盆で ，

ちょいと召しませ

ちょいと召しませ，艶のよさ

ソーレヨイヨイ， 5砲のよ さ

どこからか，糸にのせて，漆探音頭を歌っているのが

聞こえて来る。

漆，数千年に亙って，東洋人の殺しんで来た漆，今叉

大い t.r. る洋を渡って海外に輸出されて行く漆，ブラゾス

では平くも建築に取り入れられ，新感覚を出していると

聞く時，本家の我が国で( 1 : ，玉撒! 扇子や平等院鳳風堂，

さては日光来日夜宮の漆塗りの翠箆をほこった往時の夢も

消え，洋塗糾に押されて影をうすくして庇る現状を思

い，私はここに建築に於ける漆の再興を唱えざるを得な

くなって来る。

事 ｦｾ の柑咲く里の乙女の肌にも似たその光沢を感触それ

は漆のみの持つ美しさでらり，彩、遠を包む建築の塗料と

しては最高のものである。私は以前和歌山工業学校に戦

を奉じて居た時，せめて学校のー室でも漆で塗って見た

いと考えた事があった。幸いその時，和歌山県庁が新築

され，その正Jr を漆で塗る事になった。友人の塗師屋速

が県げの近くにあった私の家に立寄って，盃を交わしな

がら，大いに建築に於ける漆塗りの讃美をやったのであ

った。

漆擦の起源、l主古L 、。楽演の遺跡によって漠代に於ける

漆訴の盛況をうかがい知る事が出来る。その他，南満洲

の牧城駅，外蒙古，甘粛，新髄等からも資料が発見され

て居る。我が固では，孝安天皇の御宇漆部速の祖三見宿

繭という者があるから古くから発達して庶たものと思わ

れる。それが仏教建築の装飾にはなくてならぬものとし

て発達し，鳳夙堂の美しい轟訴となり，金閣寺の二回三

層に見る極彩色，黄金調となって，世界にほこ る日本古

建築に重要な役目を果して来たのである。

この貴重な滋の木は，中国の原産であって，仏印，朝

鮮， 日本にひろまった東洋特産の植物である。風薫る晩

春の噴，やわらかL 、薬が太陽の光をーぱいに受けて伸び

ゆく姿は，漆を愛・する者にとってたまらなく嬉しい。
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〈 ゐ え

黒江の町ではあちこちの庭にこの木を見る事が出来る。

私はこの限られた真に於て出来る 限りその実際につい

て語る事にしよう。建築に於ける漆は，その優雅な事} ご

於て，堅牢な点において，叉熱， 湿気，酸にたえる点に

於て，ラッカ ー・ペイ ジ ト等の比ではない。殊に蒔絵ゃ

ちん智ん

tt 金，蝦銅をほどこし得る事や，日本の家具，調度に調

和する点に於ては唯一の塗籾である。然し現代日本では

殺叙闘，桃山式展議事，そごうのエレベータ戸等東洋の

古典味を出そうとする特殊な所にのみ使われて， 一般住

宅や洋風建築には廃く用いられていないのは何故であろ

うか。その理由としては，第一漆の量の少い事，塗装操

作の厄介な事，比較的高くつく事， 無や朱の色調が明朗

でなく ，中間色的濁色をよろこぶ近代建築にマッチしな

し司民事いろいろ あげる事が出来るが，その各々について

は切り聞く道はいろいろあると思う。輸入の促進，認持却

の栽培，技術の普及，色調の研究等々。

漆は御承知の如く湿気と温度によって乾燥せしめる

為， ラツカ戸やペイ Y ト或( " I ワニスの様に自然乾燥をせ

しめるものとは，やや越を呉にする。ー祷乾燥に過して

いるのは六月の梅雨期でその他の時期は部屋をしめ切っ

て適当な温度と湿気を与えねばならぬ。したがって建築

に於ける漆塗装は外向田iを避け，専ら内向聞に施され

る。前述の械に，近代の建築に於ては往時の如 く，黒，

朱，金銭よりもむしろ ，中間色を嬰求する。これば朱合

漆に顔料を加える事によって寄易に出来るのであるが，

彩漆傾斜の第一条件しとて不褐色でなければならぬ。次

に日光や熱に対して竪空宇治: 頗糾をあげて見る。

紺青くベレゾスコスカ戸レツ ト石黄〈赤、味〉く青味〉

紫ィ ν キくわしトラ， 7 アスト〕ぐバイオレヅト N590)

チタニウム赤三号レ F キ弁柄

以上の顔糾を用いて建築に用いる 中間色 く中濁色調一

| 倍濁色調〉の混合法を示して見ると

0. 土 系 統

おち lま色 く朱合漆100，石策 10，チタニユ戸ム40)

白 茶 色 〈 朱 合 漆100，チタニューム 40)

生 壁 色 く朱合漆90，黒10，石賀 10，紺青10，チタニ

ューム20)

淡 卵 色 く朱合漆100，石責20，チタニユ 戸ム 30)

砥 粉 色 く朱合漆100，スカーレツト 1，石賞( 赤コ15，

チタニユ戸ム 30)

i白 色 〈朱合漆100，石貧仁者) 20，紺青1，チタニユ

戸ム 5)

O グ レ 戸 系 統

石 版 色 ( 朱合漆40，黒漆60，紺青10，チタニユ 戸ム

20)  

銀 鼠く朱合漆80，黒漆20，紺青1，スカ 戸レツト 1

チタニウム 35)

藤 鼠〈朱合漆50，黒漆50，紺青2，スカ戸レヅト 1



チタニウム20)

益 鼠 く朱合漆50，黒漆50，紺青10，チタ ニユ 戸ム

20)  

ｩ 奈川鼠 ｦ 朱合漆 ＹＰ ， 黒漆 ＱＰ ，斜 ｲ ＧｩｾｊＴ， チタニュ ーム

40)  

0 茶 系 統

粟8 1 . 色仁朱合漆50，県漆50，スカ ーν ツト 10，弁柄

10，チタ ニユ 戸ム 10)

利 久 茶 く朱合漆90，烈漆10，石氏く赤) 10，チ F ニ

ューム 30)

繍 茶 〈朱合漆50，' 込漆50，石政ぐ赤) 20， 弁刷5)

丁 字 茶 く朱合漆80，!.I.¥法20，:r i;G: C赤) 15，弁ftJ . j10，

チタニユ戸ム 5)

ぼたん鼠 く朱合漆90，烈10，スカ戸レ '1 1・5， チタニ

ユ戸ム40)

0 線 系 統

オリ戸プ くｾミ合漆 ＵＰ ， ＡＮｉ， ｾ ＷＡ安 Ｕ Ｐ ， :r i政C，む20， *，Ir青3)

自 緩 く朱合漆100，:r i;.'1l(百) 15，・主u占7，チタニユ

戸ム43)

以上l"t 一例でゐるがこの調合法の一部崎山間筋氏・の研

究による事を附記してこの稿をおく。〈筆者 ・洋凹i家〉

漆 工 義

冷 水 清 一

滋工芸l" t 東洋独特のもので，日 本のf : 1H乍ではないが我

固に於て大成した工芸の一つであって，往:t: JH" t 家具調度

の大部分が漆応iであり ，手廻り 1tft の'Ill' j にま ‘ G ふんだんに

蒔絵を施したり，裁は漆の優れた耐{ 民1 +1:と悦夫な装宣ftif llli

伯を利片j して，{.ql 社仏閣は勿論一般庶民の{士宅にまで多

彩な漆滋主査が盛んに行われた。共の代表的なものとして

は日光- 東!駁'品等があり，観質的に優美なことは言をまた

ぬところでるるが保存の点から見ても大きな役割jを果し

ている。

近頃はm品自の船室装飾として滋fs装が廃んに行われて

いるが，将来建築物l三対する漆の使用，特に室内装飾に

漆の利用聞が相当広範囲に聞かれるのではなし、かと考え

らu る。

和歌山県1'1波探の大陸地でゐる海市市を擁している関

係上， 県庁舎の新築に当りr ' f 内の儀式等に使用する正げ

を岡市の和歌山県漆器商工業協同組合の手によって漆塗

装を施 して典雅にしてi E 厳味を遺憾なく表現して効果を

牧めて いる。

塗装例所lま，室の正而j-;Jl; .1こi 1i t 担胤囲，扉，腰廻り，窓

粋ｾ ［にて ， ｾ苦 ｬ ま際紙を使用している。

塗主主に際しては組合員中の優努な技術者を動員して従

事し， ｬＢｾ 也鈎イ 、 ｉ 凹同，上告企 三聞を ぬ し総 布張 として全 両

蝋色研出し { U'. である。 使刑した漆は下地月! として約 十

五此，斗:責主にがJi -!!t， Ｑｩ Ｑ ｾ 約二十ヨ ｚ 民を認し て い る。

海市市の法日出禁は古くより紀ナH塗 として尖の名高く，

現在約五，: h: t i の業者を以て和歌山以漆Hit商工業協同組合

を組織して，数百年の伝統 と優待な技術を以て生産に従

事し， ｖｾ の ｴ 主要産業として 和 歌 山 県の産祭典隆の 一 端を

担って活配している。 仁筆者・手u歌山県漆25商工業協同

紹介コ

く16瓦 より続く〉

米に通りこ L に六N.. 五寸前銅緑青吹の車両を対に上ぐ石垣

台上より野担割まで六尺五寸聞にて凡そ八間半なり。

小ノj ( q < の商に御台所らり ，北西11J に乾櫓( ニ同) ， 南

凶 Ｑｾｊ にぶらＩ・ニ之門あ ｗｊ 櫓あり，天守と統的情聞に持 ｊ して

ニ之rl t I 仁被僧門〉あり ，多門と女格を以て こ れ を つ な

れこの門備の木造りなれば俗に備の木門と言う。門を

入 れは桝形あり，左方に石段を上り 玄 関 ｬ￬￭ｪｾｬｾ 庭 に 入 る。

此処に既，飽滋，7k潤，鉛殺などあり，両天守及び多門

に千飯介，抑楽減などありて不時に術う。

天匂守首千存長屋，同紙日E憾，同図m，多門は摘の木門外

来々低@'t山にあり，水の手門，7kの手紙，1，賞金水の:;11'戸

を連ねる 中間石垣に横穴ゐりて商のメLにi通ず，7 kを巡び

入れ るI f 行洞なりと言はる。

以上IH，j'dをたどって在りし日の和歌山滅を偲 んだので

;!i;，るが，我 の々 廿に筏る和歌山城は只戦災liij に在った大

天守，ノj、天守，多門，純の木門ぐらいのも ので，紀州御

殿と J臣Fされた二の丸御殿は明治十入年大阪域内に移さオL

て今{ " t 無く ，当時謀議を誇ったその他の御殿も総て取り

払lまれて偲ぶによすがもない。八六万数千坪の屋敷に筏

るうっそ号たる老木のみ三百年の111ーの流れを知 るだけで

ある。

いま和歌山城再興の |止論もあるが，昔の和歌山城を再

現す るか，昭和の記念館，和歌山の象徴と しての新附想

を持つかの根本問題を決すべきであるとされている。

仁筆者，和歌山市建築課技師コ

会合

程在紅資

宮古 奥

畑 北 村

)11 J玄 骨

@ 木 星

四 相 官 兵

二監 衛

白三 商

会 番 底

合|防|耐 い 式 軽|は 閣

理|錆|震 - - -1:-...且|函 |孟

的 1 .  1二 a : 量孟曙王11ム

エ |完 |耐 I ＱＮｭ ｾ ｉ Ｎ｡ Ｑ 扇

法|到火 | 宗 主1= 戸

|吋 | 宮本・同 Ｇ Ｑ 議 ｾ ｉ • 

資|引21 用 は|瓦|天

任 |全 |で 1 ＭｲＧ ， 門局 ｾ ｉ .... ι  

ｉ ｾ ｉ 防 Ａ 堅 ;」 E宇佐
工 |音 i牢 c:: 1!5: 1 川 』
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建造物樹木の強敵白蟻に就て

りしは大いに喜ぶべきF現象なり。

自 蛾 種 類

今や自駿問題l主

著しく秋の視聴を

喚起し建築当事者

を'l';1J lo1lt人一般は

之が駆除予防の方

法に腐心するにｾ

自蛾は黒犠とは全く別種であってヌド明lに産する白蟻は

大体次の二種類である。

1. Leuc ot er mes  ( Ret i cul i t er mes ") Sper at us 

K OL B E  ヤマトシロアリ

本書11各地に最も多く分布する種類にして各地の山林，

中自然木の合株や古簡の枯損部に生箆し延いて市街地lこ

於ける梅訟縦等の観賞樹l" t 勿論桑茶等の生木に至る迄加

害し木柵，宅E住等より家屋，畳，告号具等柑当な蝕害をカ日

へる。

止t種は一団体の数多からず女王( " t 自ら歩行 L 得るを以

て常に転々移動して殆ど一定の根拠はない。従て英被室

程度l主家屋にては土台，柱下部床東大曳根太等大体建物

下部の以筈多く常に木材の内部，地中等の暗黒而に生徒

する結果，兵暖職畷には限の必要がない外側の掩守品温路

は小形にして街々円形の穴を有L - 英中を往復すこの通絡

を駿道又は鎖線と称せられて居る従来の被害は多く此の

麗にして尖加害痕は甚だ不潔でｾる有麹虫の群飛するは

凹，五月の昼間にして数回に及ぶ電柱等にありでは頂部

に這ひ上りて飛期す。

2.  Capt ot er me8 F or mos anus  S HI R AK I  

イヱシロアリ

印度の原産にして建造物並樹木に対し大被告を与へる

のは本種でｾって本州西部より静岡県下並九州、 ｬ 阿国に分

布せられ逐次東進する傾向がある。

此の種は一定の根拠聞も一大業箆を杭へ此の巣窟より

無数の通路を設け，銭道の延長は七，八十聞の述きに達

す，常に暗黒聞に生棲し木材の内部に被留するも外部に

断 る は!JJ なく外観上容易に被害を認め難しこの種は湿気

の有無に関せず被告し建築物にては構造下部は勿論小屋

総迄上弗し甚だ恐るべ舎ものである試に兵蟻を捕へこれ

に触るれば頭部の分協孔より直に乳白色の敵性淡を分泌

す。

巣績は多く同類の制鋤，土砂粘土を利用するを以て
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前 田 保 永

加害痕は常に再! ; 潔にして巣窟はま及女王の生法すぺ合大

形の室卸ち王室の外は微細なる無数の小室よりなり唾液

及分泌百貨に依り尽く悶められ仙の昆虫般の μ 入を ｾＩｪ <-群

飛して繁殖するは六，七月の夕刻より夜間に及び燈火に

群がり期間中数聞に分れて飛朔す。

自 銭 の 生 活 法

白蛾は蜂及蛾の類に於けるが如く社会的生活を営むも

のなる事は既に.111:人の熱知する所にして共の数l侍に数万

の多きに上るのみならず虫休各自の職務によりて全く其

の形慾を* ' にし常に巧妙なる分業訟の下に活動しあるは

大いに注目に自立する所である。扱て斯の如き生活法の下

に活動しつ L ある多く 'の白犠は次の二種の階級により組

織せられる。

1. 生 殖 休

主として生殖作用を営むものにして之に二種の別あり

ーを王族と 称して常に一社会の中継となりてが1体を憎殖

する機能を掌り他ntrn充王族と称して前者が変に巡ふて

倒れたる場合之に代り共の社会党主宰し王位を継ぐ，王

放は叉発育の程度により兵の名称を主主にす勝化したるがJ

虫は断次発育して肉眼にて認め得る捌を備えるにｾりた

るものを! l li 成虫とめiえ，充分発育せる麹と複眼とを備え

個体閤有の色彩を併びるに至りたるものを成虫と初、す，

英の各社側協り，架外に出て新に- 1 : 土会を組織し一国

の主宰渚となりし一対の雌維を王及び女王と秘す。

2. 非 生 殖 体

生殖器の形を備えるも全く退化して共用ををなさざる

ものにして之にも叉二種の形態あり，ーを兵蛾と称し専

ら攻防iこ任ずる職務とし他を職畷と私し百般の労働に従

事す。

以上列挙するもの L 外一栄内には払刊百体の若き発育状

態にあるものを交えるにより厳もよく発育せる白蟻巣内

には次のま日 iき階級に属する各種の個体を認める。

ィ，王族若くは補充王族( 1 対叉は数対〉

ロ ， 成 虫 仁 多 数 コ

ハ，亙成虫( 11 コ

ニ，戦餓〈最多数〉

ホ ， 兵 賎 仁 多 数 〉

へ，各種幼虫

m以上五麗は常J乙一栄内に完備ぜるものとは限らず同

一種族に属するものと雄も時期によりて震は成虫を欠き

訟は幼虫を欠如することｾり。



白血発発育状態即ちま ｅ 錨の ＱＱＩｾＱ 序を図示すれば

卵 ー初生

幼虫

非生植問題 ( 峨峨の幼虫 職蛾

放の幼虫 i  ( 脱皮〕

ぐ頭部大形) 1
l 兵蛾の幼虫 ... . .. . . . . . 兵鱗

〈脱皮〉

i ヨ: 及女王の有惣虫 j 王

可生殖t ' l種1幼虫C擬踊〉 く羽蟻) 1 女 王

族の幼虫 <  ( 脱皮〉

f頭部レj、形) J  ｲＺｲ ｬｬ￯ｾ＠ 11:  E: I I，_L_，- _.... (  
I Iii リヨ; 及副女王の [ 副 王

1幼虫 仁擬到f J ) .... .....1 創女王

被害発見の方法

白餓11 : 性質上木材・の内部に加害して外部に姿を現はさ

ないから何等: の: t j ! l 備なく叉無定見に探査することは労の

み多くして効果の少ないもので・ある。

被害を銃器別する簡易な点は，

1. 毎年三，凹月頃全身淡黒鰯色の羽蛾〈有趨虫〉が白

犀建物の一部亘剣士板塀，樹木の根本又は頂部より飛刻

するか，六，七月の夕刻より夜間に渉り 全身淡貧褐色

1  

の羽蟻が1洋飛して燈火に集る時は共の建物主樹木に白 2  

蛾の棲息する証拠である。

2. 庭園内の倒木は何となく生気なく ー部分の枝が枯れ

始める時。

3. I { l : や床柱に湿気を俳び白菜が床板に密蔚して綴糸は

関蝕し丘の表裏とも破損ある時。

4. 木土台の一部に湿気を桁び多少にでも圧し挫けた状

耳目にある時( 特に位. の下部に多し〉

5.  戸，附子等の建具の俄かにffi み建付の不具合になれ

る時

6. 土減叉は木摺居者の ｦｾｊ に湿 気を備が又はぬ裂を生じ威

は車産税等の;]4状仕込する! 時

7.  柱， 桁， E延等の建築材を叩き内部に空洞を感じる時

8. 土台石反土台村ニ等の外部に" p 3 . . 褐色又は黒褐色の粘土

様のものが街i'f i し内部に通路を発見した時

9. t L 敷居，梁，桁%' ; の対J; 材の年令の聞に点々細長き穴

痕を認，めこれにFill 土織のs f . 織色の物が附濁してゐる時

10. 月j材に状波を認めるか棟及l話相占に .l.V衡を失へる時

等の現象を呈するものである此の外常に注意してゐると

自然微細なる徴候により白書義被告を発見することが出来

るものでらる，当被!J] の発見に当つては白践の積績を鑑

別しな くてはなら注し、。

我が国に於ける風土気候t' 1 白熊の生沼} こ適し従って其

の被害範囲t' t 憎そ拡大せられ突に国家的大問題たるべき

は決して誇張の百にはあらず。

写 異 説 明

1 鉄 道局和歌lli 軍事信号1R所の白織被害物件

2 白7 J : . 口暢燈累蝕割Jl:iJI. 25.  12. 日

3 和歌山鯨III 辺高等学校小屋組被害

4 閥室長保寺本堂被得物件

5 田辺市立明洋中学校白銭集結

く38頁へ続く〉

3  

4  
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随想四間取りの記の一節 1

し

伊 藤 正 文

真ん中を十文字に仕切った凹間取

りのプラ γI l : ，日本民家の基本型だ

が，この四間取りがし、つの頃からか

動きのとれないきまりになって，農

村生活を規制しているよろに見え

る。凶間取りでないと生活が成立た

ないまでに因襲づけられてしまって

いるのである。

私の棲んでいる村でも，嫁取り，

葬式，ぉ念仏と行事の度毎に聞の仕

切りをあけて，集会の宴席の場にな

るのである。お膳や吸物椀や皿小鉢

まで小さい1住帯でも20人前，大きい

農家では 100人前も揃えているのが

通例で，事ある時には近所隣のおか

みさん逮が包7 を片手に寄って来て

炊事万端をやるので，その為に10人

位が立働くのに充分な広さの土間も

必要なので司ある。近頃，農村の生活

改善が叫ばれ，設備の簡易化が問題ぞ

: ?  

になって来たが，一方にはこんな風グ

俗が依然根強いために新築される漠

家の白河は矢張回間戚りに変りがな

し、。

バライテイの好きな日本人の割合

に，四間取りに執念があるのは，都

会人には想像も出来ないにちがいな

いし，意外に深い心理的なもののあ

ると とに気がつくのである。大和や

河内では，土聞を四間取りの東寄に

つけるのが定まりである。とれにも

因縁話がある。村にいるある工専の

卒業生の人} こ開いたととろによる

と， i 坐敷を東寄りに設けると，そ

の家の主婦が短命である」といっ

ていやがる人が多いし，その小屋組

のかけ方や木取り寸法まで仕来り}こ

28 

従わないわけに行かないのだそろで

ある。封建時代に梁間寸法を絡式に

よって定めた仕来りと，家相や迷信

が結合して石のように健固な住宅の

観念が出来ているのである。私のい

る大和1の村では隣組の中に死人がら

ると ，お通夜から 7 日間，毎晩組中

のものが，凶間坂りの座敷に集り，

お念仏をやる。その相当々々に，盤

日

り飯とコ γ ニヤク，人妻ｾ，大根，高

野豆腐等の煮しめをたべながら，世

間話や狼談に夜を更かす。 飲み手の

オツサン速はこの煮し占うを肴に話が

いよいよはづむ。私の家族も疎開し

て数年，との「レクリエ戸ジヨゾ」

の仲間入をして来たが，全くそれは

「レグリエ戸シヨゾ」にf也ならなし、

のでtbる。口でお悔みをいっていて

も，tbとは慰安の心持になるのであ

る。それ程農民には時聞の余猶もな

く，明けても暮れても回聞と畑に坂

• 

組んでいるのである。四間取りの集

会¥l : 農民諸君の唯一のクラプでらる

のだ。映画館へ行 くには速くて電車

賃もいる。村の寺で集るにしても何

がしかの金がいる。 ｉｾｉ 間取りグラプ

は金銭ｾＮｦｦｬ，畑のものを税理し，お

かみさんや娘さんのお酌で，充分楽

しめる至極安易な慰安法なのでら

る。だから試みにお寺で発起して文

イじ会を始めても ，mt も行かないよう

になってしまう。とれで見ても，今

の農村生活には，どんなに削間取り

L?' ラフ‘ ヵ; i レクリエーシヨゾ」とし

てピツ F リしているかが想像出来る

のである。叉日常の農民生活がどれ

程味気ないものであったかも想像さ

れるのである。そして祖父の代や曾

姐父の代に工面のよい機会を見て建

てた凶問販り住宅が，すで傷み，腐朽

しかけている。お先祖様に対して，

何とかして凹間取りの改修もしたい

とゅう念願は人々の共通の心情にな

っている。だから見られるがよい，

何所も村もことの村も，屋根が瓦

に，紙障子が硝子に入替っただけの

凶晶1取り住宅がとの際とばかり tこ建

てられている。それも，都会のバラ

ック住宅の木材の 3 倍にも当ると思

われる石数の木材が使われている。

ある村人に，私が 「もったいない程

大きい材木ですね」 といったら . i 地

震に大丈夫でっしゃろ L 思うてまん

ね」とゆちから， i 地震に大丈夫にし

ても大き過ぎるでしょう」といって

見た ら「ぢさんの頃の家よりはずっ

と小さらしてますのやぜ」と逆襲さ

れてしまった。



村の老姥遠のひそひそ話を閲 くと 「あこのお爺ちゃん，もろそろそろ

「ギョツ」に他・するものがある。次 死なはる頃とちが ちか」コ

のよらなー! ・・ いかにも，自然にさ うゅ うのであ

建 築 ど

変った表題であるが近頃 感じた事

を少し申述べて見たい。音響建築方

面は学問としても応用方面 も大分進

んで来たが，音楽の演奏に関係ある

建物の計画に就ては，音楽そのもの

に対する理解の貧困や，特に音楽が

重大要素でらる オペラやバ レ F 等に

対する資籾不足などのため，計i
rl 1

jが

甚だ不徹底で{' Ilには実際の役にプにち

難いのが多いのは大金銭念である。

近頃でこそ東京や大阪等の大都市

では欧米並みと迄は行かなくとも月

の寸1少 くとも 10回以上 どこかの会場

で本絡的な交響楽が演奏され，オ ペ

ラやバレ F も時々長期公演されるや

ろになったが， こんなことは大正や

開示1初期には想像もつかなかったの

でらろう。そんな時代に計画し建て

られた建物の中で現在との種のもの

を， トライヤル でなく企業として公

演するのであるから，演じる方も聴

く方も色 々と不都合を感 じることが

多い。最近ポツボツ建てられる新し

いものに対しても，この問題に対 し

て余 り頭を使ったものが現れないの

はどう し、ふわけか。との方面に対す

る建築家の関心が薄いためか資料も

なく，さて笑行の際に期限に追はれ

て泥縄式の調査も 出来かねると言ふ

状態が哀相だ ろうと 思はれ る。

先程申し上げた不都合の具体例を

述べさせて戴く。在来のものは御存

じの虫1I < . 交響楽専問のものはなく各

種の) t J 途を兼ねる為め，結局どの方

面に対 して・も不満足の結集に終って

しまふのが常でらる。例へば昭和の

初期前の新交響楽団が肢に利用 L た

日: 本青年館は舞台に呉監風のホリ h

一
五
日

楽

γ トの様なものと天井を設けてあっ

て舞台の狭さも 問題に し な け れ ば

ＵＰｾＶＰ 人の交響 楽なら演奏 効 果も 比

較的良かったが，オペラやバレーは

出来ない。日 比谷の公会堂は後者は

可能であるが，純合楽の演奏の際は

あの巨大丈( ; ) 1 ｾ γ ドック に絃楽ｧｆｴの

紘細!な音が吸い込まれて不適当であ

る。 昭和 ｌｏｾｦ 頃 当 時の新 響の理 事小

森宗太郎氏 く頭が見取に禿げてテ イ

γ パニ戸をnp¥，、ていろ人〉が小生宅

に来られて何 とかならぬものかと 相

談されたので，葡萄捌から懸霊式の

反射板を設ける妙に忠告 し て あ げ

た。こんな心配を背楽家にかけると

とは建築家の恥、ではないだろ号か，

設計当初取外し可能の反射板を再度

迄考慮に入れて図而に副くべきでは

なかったか。

ホリ ゾゾ トの沿い所ではなほ始末

が悪い。 後部と上部に背が吸はれる

舞台等問いただけでもゾツ 1する。

オ戸ケストラ・ピットの大きさも

出鱈目のものが多い。結論から言ふ

と固定式のせまいものより時に応じ

て融通性のある仮設式のものがよい

古いもので比絞的使用可能のもの

は大阪の毎日会館のピットである。

30- 35人佼迄使え るが惜しい事には

舞台の納が狭過ぎる。最近出来た京

都の公楽会館は舞台は前者よ りも幾

分JJ 長でtoるがピット( 悶定式〉が甚し

く狭 い ｊ せい ぜい ｝Ｕｾ｝Ｘ 人位しか入

いらない。 無声l決凶の伴奏か，小規

模なレピユ戸か，ずっと下ってスト

リップの伴奏位しか出来ない。特に

この磁の目的に造られたのなら別で

あるが，ワグナ 戸物のオペラやス ト

る。そろして凶間取りの家がまだま

だ永くつづいてゆくよろに見える o

C筆者・工| 事，大阪市大家政学部教授〉

伊 藤 貞 亮

ラピゾスキ戸の バレ ーの伴喜廷の管絃

楽編成を} 度でも調べたら，建築家

たるものそう簡単には設計出来ない

筈である。

資料不足に依 る悲劇! の一例Ii : 最近

改装出来た岡山市の公会堂では前記

ピットが非常トてせまく深さは鉾台の

真下二米以上ありしかも総コ γ P リ

戸ト造りで数木しづ子が先日東芳〈で

張切りj ! 過ぎて鉾台からピットに滋ち

た械にあそこで議; ちたらば光 子頭 骸

骨折と言った所。 閑話休題

1止の建築家都市，若し くはー部の

諸君，舞台芸術に対し今少しく理解

と熱意を持って戴きたい。

研究や調査を岡 常の業とされてい

る方 の々 中若 しこの方匝iに奥制そを感

じられる方はぜひ，この方聞の資籾

もまとめて努表して戴きたい。例べ

ば縄目に依る楽22の編成表人員等は

簡単に解ると しても，舞台に於ける

平i Yi的立体的な並べ方， 楽昔告の背の

方向性，各楽器演奏者に必要な最小

限の水平岡積等々。斯 く云ふ筆者が

実行すれば良いのであるが 目下多忙

の為b 手がつけられない。宥志の方

々には全幅の御援助を約束する。

( 筆者・京大生活科学研智)

関西交響楽団淑奏者
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一建設業会社の設計部長より

諸君が蛍雪の功空しからず，首尾

よく学業をzpえ，数ある競争者の中

から選ばれて，当会社に入られたこ

とは誠に御同慶に纏えない。今から

約30年，私共が学校を出た時fi : ，卒

業生10人に就職の口が15， 6 もあっ

て，自分の好きな所に入ることが出

来たが，御承知の様に今はなかなか

そ号でなく，学級: に入る時は勿論，

卒業してからも，つらい目に遭わね

ばならない時代で，その点、はお気の

穆である。私共の時代に就職口がた

くさんあったというととは，卒業生

の数が今日に比べて非常に少かった

為であって，特に口が多かったわけ

では沿い。即ち学校の数が少く，諸

君が就職に苦労することを私共は学

校に入る時すでに経験したので，諸

君がそろ損しているわけではない。

しかし諸君が入社試験とし、う不愉快

t r . 過程を経て来たととは，却って刺

喜えになって，生活意欲が一層盛にな

り，いい結果をもたらすことになる

かも知れ tr. い い そ う.であるととを

望むのである。

学校を出て諸君が選もうとする職

か，又は建築事務所であるとか，そ

の他たくさんあった筈なのに，何故

に，昔ならば誇負師と云った土木建

築を業とする会社に入ったのである

か，私はそれを知りたいのでらるが，

若し所謂土建屋なるとの商売がポロ

くて， うまい汁が疲えると思って入

ったのであれば，それはまととに飛

んでもない間違いで為る。昔人聞が

無知であり建設業者の少かった時代

には設はそんなとともあったかも知

れないけれども，現在ではこんな割

に合わない商売があるかと思われる

位つらい商売である。短くて半年，長

ければ 3 ， 4 年にわたってあくせく

働いたあげく損そするという様な商

売がほかに，どれ位ゐるだろうか。

叉建設業者は始終酒を呑んで景気

iJ 旬、いではないかと云ろ人もある。

そろし、ろ業者もよそにはあるかも知

れないけれど，もはや建設業者が酒

を篠介として商売をする時期はすぎ

去っていることを知らねばならな

い。そんなこといつまでも続けてい

るものは結局自然消滅するであろう

務煮の中には入社試験の時に，建

業は，官庁の建築関係の部課である 設業は男らしい職業だからと云った

とか，大きな会祉の蛍絡課であると 人も居る。男らしいといらととの窓

住 築 ③D 金 粉

J ドア- } ¥ンガー

抗 手 工場・倉庫・ガレージ

j  l  の 扉 に 御 使 用 を 御 奨

人め致し虫ナ。

在 吊下げ重量

1号 制kg2号100一kg

( 全国有名金物)

庖 に あ り ま す

J .O. J  ｾ｛ｬドアーハ γ ガーは車軸の周聞は鍋焼
入ロ ーラーペアリゾグ裟置をになって居ります

から丈夫で扉の開閉が軽〈耳討すには吊下げを

自由に調節できます。

製造元・大阪・ 大同鋳造株式会批

味がはっきりわか

~らないが， もし京

放で大まかで， 1  

か 8 かのるか反る

かの芸当をやると

いう織なことでる

るならば，それも

大間違である。

反対にこれ位敏

密な頭脳と細心の

注意とを必要とし

而も果断であって

忍耐力の要る職業

は，恐らく類が少
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島 兵 吉田

いと思、ちのである。

もはや建設業はスペキユレーシ ヨ

ν ではなく ，7f f突に科学的な検討の

もとに仕事を進めてゆ〈段階に透し

ているのである。

言書煮の中には設計をやりたいと云

った人もある。私¥1 : 設計釘〉長である

からそう L 寸人に同感はするが，こ

の会社¥xt 1 t 築の施工を主とするもの

で，設計f1 ' . 貫要なもの宅はあるがそ

の比電は比較的軽いことになる。従

って若し設計を専門にやるつもりで

との会位に入ったというのであれ

ば，その人は当がはす. れたことにな

る。勿論設計部門が設けてあるのだ

から部需の号ちの若干はそれに専心

して賞わねばならたいけれども，大

部分は現場に出て働いてn うととに

なる。

ただこの会社の方針として新入社

の技術員は全部必す. 一定の期開設計

部で勤務して，現場え行つでも問誤

つかない岐に，図面の引き万，図面

の見方等を会得して1 ' [ 0。息子〈云え

ば諸需が学校で教わったこどだけで

は不充分であって，更にそろいろ教

育が要るとい号ととである。そ号い

ろと諸君の学校の諸先生方に叱られ

るかも知れないが，学校を出てすぐ

現場丸出して間に合号人t- ; t ，とれ迄

の経験では殆どいないと云って過言

でなし、。

さて諸君は青雲の志をし、だし、で! J j

i l i ) ，社会に出て来たのであって，入

社試験の時のi諸需の言葉をかりると

現在家のない人 々のために家を建て

てやり，快にす ぐれた建物j を枝すこ

とに激しい情黙をいだくのであるか

ら，その活動については充分期待す

るのであるが，建築するといちこと

は表は派手な響を持っているが，前

に云った通り ，その内谷は至ってジ



ミなものであることに重ねで留意さ たい。納商の下にか〈れる基礎にな について，社長の訪11辞を聞いた符で

れたい。 って欲しいのである。勿論私は諸君 あるから，私はそれにつけ加える何

諸君は縁の下の7捕という言葉を の夢を奪うとするものではなし、。害者
物も ない。

知っているであろうが，ほんとうに 震が大いなる希望，大いなる辺恕を
建築のよしあし，部分の治り，批

体験するのはとれからである。ある かかげて精進されることは最も望. む
評意見等はこれから当分諸宗と一所

立派な建物が誰それの設計，何建設 ととろであるけれども，人間として
に働〈のであるから，その都J J f 申上

の施工と云われるが，その名前の裏 の喜びl" t ，所謂f に身出11t して人の上
げるととにするが，ただーっこれは

に数多〈の無名の人々が黙々と L て に立って号令することではな< ，自
社長もそれに言及されたのであった

￟ＱＨは現寸図を函ｾ￟ＱＨは煉瓦を一個ー 分に与えられた仕事を完全に遂行し が，健康だけは常に気をつけてもら

個積んで出来た血と汗が有ることを 。好仰天地に夜、じない生き方をするに いたい。 この会社の主体は諸君のか

忘れてはならない。その無名の人々 ある。 らだであるから，無理なことのない

になるととを私は諸君にお顧するの 諸君l" t 入社式に際して，これから 様充分に注意されるとと 心からお願

である。縁の下のカ持になって貰い
の心がけその他仕事の上の注意など する。く筆者・大林組設計部長〉

建 築 奈佐 観

このごろふと気付いた事だが，大

抵の新粧の建物は，僚から近づいて

行〈と色目を使っているが，正而に

廻ると急に廊白んでしまろ様だ。ど

ろも立市を持たず，透視図的な動き

だけに生きている感じがする。大正

のむかし，芸術派の三文小説で，夜

の銀座を歩〈女たちが，どれもこれ

も横顔ばかりで，正面は顔がなかっ

たとか銀狐であったとか言号神経変

弱めいたのを覚えているが，そんな

気持である。明るい健康で機能的だ

と云ろ建物を見ても，そんな不健康

な感じが拭い切れない。不健康は云

い過ぎにしても，少な〈と不安な気

分がるる。そとでその辺とスペ F ス

とを ー 絡に紫ＱＺ｛ｾ室の話題に持ち込ん

でみたい。理簡を言うスベ F スがな

いから，いい1 x l 滋な人物を出して放

談としよ号。

T ，立聞や透視図よりスペ ース が

光だと云う通説に従って論じよう。

一昔前，立国の無駄が追放されたの

だが，そのあとに居坐ったのはスペ

ース の無駄だ。ス吠 戸スは，機能上も

ともとじっとしている筈なのに，勝

手に歩き廻ったりしゃべったり，見

栄を切ったり無駄ばかりしている。

建築屋がスペ戸スを生き物にしてし

通 亭 四 郎

まったので，人間など入って来ると を実際の建物に押し込むのだから，

邪艇にされて危なくて仕方がない。 建築はレ Y ズに屈伏したと云うわけ

背は良かった。人間が向って，は だ。そこで視角外に運動する幾何学

じめて撃がものを言ったのだから。 的透視図の性絡が立. 聞を屈伏させ

今はもう，あちこちが飛び掛ろうと る。そこえもって来て，内部ス ペ 戸

している o ( 一寸大げさだな】とも スとなると，限そ内側で廻転させる

かじ道具が動くのは止むを得ない のだから，いよいよ限が廻ってわけ

が，スペ戸スが動き廻るのはおかし がわからなくなる。運動感覚と云つ

いよ。 ても，視覚上の感じに焼き直して写

0 ，スペースがそうなったのは， 工互にするのだから，建築はなくなっ

透視図の拡大と建築写兵の高角レゾ たのだ。スピ戸ドだと云号ので，建

ズとで， 人聞の視覚が失はれた気故 物は自動車になって走らされる。

もあると恩号。外国のデザイゾと云 R ，いや，そろそろ変りはじめて

えば高角レ γ ズで綴った写真の構図 いるよ。有機的だとか環節だとかが

を指すわけだろう。透視図もそうだ。 だんだん通俗語になりはじめている

懸賞設計など透視図の面白さで決ま し，

るそうだが，そう言ったものは，勤 し いや，ますます危険だね。今

きを考えないでは面白味がない。そ までは，まだ機械的直線的だが，こ

こで鋭角を飛び出して妙に迫って来 れが妙に有機的だとか言って，混乱

る棋が脅かれる。現象的でないこう して渦を巻きはじめたら，ますます

した幾何学的な世界も成程而白い。 アピ叫喚の巷だね。環境と言ったつ

ルネツサゾス以来人智に加えられた て，やはり建築屋は，人聞の事は考

新しい世界には違いない。 えずに，周りばかりを主人公に仕立

立体派もシユールもそうだろう。 てるんだから，それこそ逃げ渇所が

築建も幾何学的に人聞のつくるもの なくなって，まずまず危険だよ。人

だから似た様なものだが， . : : : 次元と 聞の方で意識して貰つてはじめて深

時間とを人聞の感覚で見るのだから 境になるので，建物の方からわいわ

一寸 ちがう o ¥，、 「おれを認めろ ! J と云ったって

ところが，二次元のそれらの効果 邪魔になるだけだ。第一機能の表現
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と云うのが気に喰はん。縁の下のカ 現代統行の自意識過剰が，建物にも 少ないのには，立図的と云うよ り鼓

持 ちが機能の働 きなのだ。それを表 出て来て いるのだろう。そこで透視 き易い方がいいのだろ う。コゾク リ

現しようと騒ぐのは，俺の頭の具合 図的情成とやらにも不安があるのだ 戸トで言えばスラゾプの大きい水た

を見ろと触れ歩く気狂同様だ。機能 ろう。商業用建物など，むしろ時代 くさんの奴で，融通自在に流れてし

と機織もとりちがえて居る。機構は. に忠実なのだ。 まうわけだ。

自即席に しろ船にしろ，出来上った A ， L かし，人ごとの様に言って デザィ ν でも，振動打ちをやる様

らそっと議い込んで目立たなくする いるが，苦 々には元来身近いやり 方 なコ ν グリ戸トなやり方は，なかな

ものだ。 だと思う。展開的と云ろか流れ易い か難かしい。お互に経口を叩くひま

T ，少 し昂奮 しすぎた綴だ。まあ と云うか，もともと自ら律する事の に，振E昔前ちを自分に与えよう。

( 筆者 ・神戸工大教授〉

ノぐ ピ -アド 3 題

中 尾 保

① レ イ 号 ン ド 民 を 見 直 す は真に日太的な美を愛する心だと云 ふことで' ( bる。 一級建築士とは教養

4 月3 自の夕刊朝日新聞の記事に う意味のことを云っている。それは の高い視野の広い本当のアーキテダ

ホテル・テイトで元ライト氏助手ア 広域前広湯に国際観光ホテルを建て トでらってほしい。ゐれだけの試験

Y トニゾ ・レイモ ゾドとしてのその ようという計[ 凶ほど馬鹿げたものが にパスしただけではア戸キテクトで

見出しが「美の典型伊努の神宮」と ないとして憤慨し「ヤマト〆マシイ

為ったで興に慈かされて読んで見 " を無くしたのか ! ヤマト 〆マシイと

た。立体派と祢したラ イト氏の流れ は何んなものかと聞く日本人もいる

をくむレイモ γ ド氏にしてこの言集 が「お伊勢さんへ行って五十卦JII の

の出たのを不思議に思って読んで見 水で頭を冷して来し、」と云ってやり

ると，米，仏，ベ ル ギ 「 ソ 速 の 各 度し、，一一以上のことからレイモ y

大使館，築地の袈ルカ病院等は爆撃 ド氏は大休解っているようにも思へ

で焼けなかったが，まるで子供を後 る。木当ならろれしい。

して来たようにハラハラしていたと ①建 築 士

前程し r1吐界中で一帯美しい建築が 此度一級建築士の宇佐若手は終ったら

伊勢の神宮だと断言する」とあった。

建築学上一番大切な のは「自然さ，

明るさ，方角の正 しさ，素直さであ

る」と云う 意味はちょっと わからぬ

ところもらるが，弘常句するとアメリ

カの商問建築は愚劣， 日本の国会議

事堂は墓場の よう だ。日光はいやら

しL 、， 何れも邪道だ，日 本のE櫛 コ

ゾグ リート 造のアパ ート は人間の住

むところかとうたがう，実に何れも

なっていなし、。 r今下積みになって

いる若い建築家のグル 戸プに実権を

与えたら一戸十五坪三十万円 くらし、

で炭高水準の住宅をマス ・プロする

だろう。しかし実権が役人 と土建屋

の手に掻られている限り解I決は望め

ない」とはまさにその通りでらる。

次に面白いのは ヤマト・ダマ シイと
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なくパウエゾヂニーアである。

若しIJ 、期速州が審査を受けたら正

に滋第といろところであろう。一考

を要する軍大な問題だと思ふが如

何 ?

① ア プ レ ゲ ー ル の 下 火

アプレゲ戸 J レの下火アプレゲーノレ

と称するグラゲのおイ乙か，アミ戸バ

形のようなものが此節次第に下火に

なって来たことは少くとも建築界に

しい。合格の通知が来たので何だか は慶すべきことである。建築家はも

タスグツタイような気がするが一言 っともっと自責して今後に処しても

物申したい気がする。それは建築士 ら い 度 い 。 到 骨JII の水で鎖を洗っ

とはア 戸寺・テク トであるのべきだの たらあんな答は出て来なかった筈に

にパウエゾヂニ ーアに過ぎないと云 なる。

( 筆者 f 大阪毎日新聞社建築顧問〉

。建築士各位にお願い

本会会員にしてー級建築士又はニ級建築士に合絡されました各位

¥- t 至急資終かくとくされた年月をお長11らせ願います、 〈会員会帳記

入整備の都合上〉日本建築協会，主記
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Tこし

2 其 他 防 水

回 数

lMlMlMlMl MlMMl M|叫

種 類

アス 7 Y  アスフア

J レ トルトノレー

サ ッ シ ユ 及 防 湿

プ ラ イ 7 コｾ

d

マ 戸 チ ゾ グ

O.  3立 3  11五

アスフア アスフア アス 7 717 ス 7 7

Jレ ト J レ ト Pレ トル ト

一
般 防 湿

プ ラ イ ノレ ｾ＠ 7  

'"" 

戸 イ ゾ グ

O. 3立 1
・
2砥

| 1
.15- 1. 2庇

アスワ 7 7: / 7
ア ア ス フ ア |アス 7 7 アス 7 717 ス 7 7

Jレ ト J レ トノレ トル トJ レ トノレ ト

庇 ll< 物 置

プ ラ イ

フェルト

J レ ー フ

'"" 
ー 4 ゾ グ

O.  3立 1. 2庖
“  ‘
'1 五ｾＮ 1. 2砥 1  号 1. 2砥

アス 7 7 アス 7 7 ア ス フ ア ア ス 7 7 網 状。7 ス 7 7 アス 7 7 アス 7 7iアス 7 7

J レ トル ト J レ トノレ J レ ト ，1.- トJ レ ト I t.

便 所 谷 樋 調 理 室

7.
ラ イ

フェルト

11.-
戸 7

-マ ー

ノレ ー 7  
4 ゾ グ

O. 3立 1. 2砥 1  '!I' 
1. 2庖 4 ゾ 11' 1. 2魁 1. 2砥 1  号・ 1. 2liJj 

術

イ，アス 7 ア ル ト は 日 本 工 業 規 格 に 合 格 し た る 製 造 所 製 品 に し て プ ロ ゾ ア ス フ ア ル ト 針 入 度1 0 - 20のも

のを 用 ふ

考

ロ ， プ ラ イ マ 「 ア ス 7 ア ル ト の 使 用 量 は 1 平 方 米 1 回の最低規準最を示 したるを以 って適宜浴量さ れ

Tこし
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d

一

一

関 西 建 材 会 々 員 を 募 る

! 日冬設立した本会は清々英基礎を固めつつ時代の要求

に出ぜんと各般の企抽iを進必めてゐる。建設に関連され

る各業者多数の入会を待唱してゐる。申込其他詳細It.建

築協会事務局に御連絡下さい。 関西建材会総事

関 西 建 材 会 規 約 抜 草 く事務所日本雄築協会的

第 1 条 本会l主会員相互の線路を凶り建設資材の生量量販

売の憎i隼に協調し関係部門との述撰， 併せて 日本建築

協会と密接布、搬の相互協力により健全な発注を期し以

て斯界:並に社会に貢献するを凶的とする

第 2 条 本 会It . 闘西建材会と称する

第 3 条本会の1 t ' 鵡所It . 当分日本建築協会内に置く

く20頁より続く〉

ー餅花踊 十二三才の子供によって優美に可愛く踊って

行くのである。

ー仮面被り 百聞とも云ふ多分に余興的意球を持つもの

である，昔は生粋の和歌浦の人で筋目正しい家柄のも

のでなければ出られなかったそをである緑組などでも

和歌祭の面被りに出たと云へば無条件で受入れたと云

ふ白面といはれる様に誠に国百態である創始以来伝

へられたもの多く翁，笑ひ鬼等lま方広の作品で国宝級

のものであるいはれる。

一相撲取 羽二重若返の紋付袷羽織をつけ美麗の廻しをつ

予 り / } ス

フローリ，ンrア

ＢＢｴｩ てｩｉｾ・

有任1 1 U.

番

目泡工業費限曾紅

ｾ障串ｩｬＡｉ直 ＱＱ ＱＧＢ l&. . t-虚r- T Il.fl..

'I i j 主催2・{ 今 4) 2  
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第 4条 本会は第 1条の目的達成のため左の事項を行う

1. 建材の一般認怖普及並びに建材陳列場の開設 2 事

業上の問題解. 決に協力善処 3. 綜合，技術その他の部

門との連絡協議賞 4. 協会誌に建材並びに会員の紹介企

I由i 5. 協会を. I i 五じ必要により諸建議そのも跡、jタト事項

6. 建材名簿並びにカタログその他印刷物の刊行 7. 建

材業者の登緑制企阿 8. 見学，講演，講習会並びに例会

大会等随時開催9. その他本会の目的達成に必要な事項

第 5 条 本 会 正 会 員I' l : 建設資材に関する業務を錠f 者と

する。但し特別のものは幹事会の議を経て賛助会員と

する事が出米る

第 14条本会員( ' l : 左に定める会裂を前納又It . 年三回以内

に分納する 一ヶ年金三，六0 0円也

けた力士である。明治までは紀洲力土は必ずこの祭礼

に加はったそをである。

一宮司東日夜宮の宮司で正装をつけ乗馬である。昔はこ

の乗馬t' l : 務主より下賜せられたもので二千訂以上の無

役の土は乗馬の附属供揃を奉仕したと云ふ。

} 神 興 事11輿tt . ニ指あって来阪大NI 雨竜大神の二位のも

のである当 日表奴百段の石階を逆滋: しに界き下すのは

壮 観てｾＺＡｄる。

一英 他 御 榊 御 唐 概 御 鉾 獅 子 忍E女 随 身 供 揃

等は一般諸国の行列に似たものであるが鉦大裁の打方

は一寸変って居る様である。

附図翁 笑 鬼 盤 若 猿 の 固 ま 東 照 宮 宝 庫 に 戴 せ ら れ

るもので方広の作品である輿は創始以来のものであると

云ばれる。

的和歌祭行列の図は宝物絵巻より写真にとりましたが

失敗したので簡単なものでまに合せましたことは後念と

恩は‘ て居ります。

最後に和歌祭について宝物。の見学並に色々と質問に答

へ下さいました西川宮司に厚く御礼を申上げる。

〈筆者・光風工業高等学校教官コ



建 築 積 算 覧 く第14回コ木材石数表 ( 茶の匹1 ) く単位一石〉

寸 法 CJ り 長サ

厚 ー

5. 0尺 ＶＮＶＩｾ＠ 10. 0尺 13. 2)ミ 20. 0尺 26. 4尺 30. 0尺

. 33 . 75 0. 1238 O.  1634 0. 2475 0. 3268 0. 4950 0. 6536 

. 80 O. 1320 O.  1743 0. 2640 0. ;.1485  O.  5280 0. 6970 0. 7920 

85 O.  1403 O.  1852 0. 2803 O.  3703 0. 5610 0. 7406 0. 8415  

. 90 O. 1485 O.  1961 0. 2970 0. 3921 0. 5940 0. 7842 0. 8910  

. 95 O.  1568 0. 2070 0. 3135 O. 4139 0. 6270 0. 8278 0: 9せり5

1. 00 O.  1650 0. 2178 0. 3300 。. 4356 0. 6600 0. 8712 0. 9900 

1. 10 O.  1815 0. 2396 0. 3630 O.  4792 O. 7260 0. 9584 1. 0890 

1. 20 O. 1980 0. 2614 0. 3960 0. 5228 O.  7920 1. 0456 1. 1880 

1. 30 0. 2145 0. 2832 O. 4290 0. 5663 0. 8580 1. 7160 1. 1870 

1. 40 0. 2310 0. 3045 0. 4620 0. 6 ωo  0. 9240 1. 8480 1. 3860 

1. 50 0. 2475 0. ;.1267 0. 4950 0. 6534 0. 9900 1. 9800 1. 4850 

. 35 . 35 0. 0613 0. 0809 O. 1225 O. 1617 0. 2450 0. 3231 0. 3675 

. 40 0. 07以) 0. 0924  O. 1400 O.  1848 0. 2800 0. 3696 O.  4200 

45 0. 0786 O.  1040 O.  1575 0. 2079  0. 3150 0. 4198 0. 4725 

. 50 0. 0875 0. 1155 O.  1750 0. 2310 0. 3500 0. 4620 0. 5250 

. 55 。ω6 3 O.  1271 O. 1925 0. 2541 0. ;.1850 0. 5082  0. 5775 

. 60 O.  1050 O.  1386  0. 2100 0. 2772  0. 4200 0. 5544 0. 6300 

. 65 0. 1138 0. 1492  0. 2275  0. 2983  0. 4550 0. 5966 O.  6825 

ー70 O. 1225 O.  1617  0. 2450 O.  3234 0. 4900 0. 6468 0. 7350 

. 75 。. 1313 O.  1733 0. 2625 O.  3465 0. 5250 0. 6930  O. 7875 

. 80 0. 1400 O.  1848 0. 2800 0. ;.1696 O.  56∞ O.  7392  0. 8400 

. 85 O.  1488  O.  1964 0. 2975 0. 3927  0. 5950 O.  7854 0. 8925 

. 90 O.  1575 0. 2079  0. ;.1150 0. 4158 0. 6300 1. 2600  0. 9450 

. 95 O.  165;.1 0. 2182  0. ;3305 0. 4363 0. 6610 1. 3220 0. 9975 

1. 00 O. 1750  0. 2310 0. 3500 0. 4620  O. 70∞ 1. 4000 1. 0500 

1  10 0. 1925 0. 2541 。3850 O.  5032  O.  7700 1. 5400 1. 1550 

1. 20 0. 2100 0. 2772 0. 42¥)0 0. 5544 0. 840U 1. 6800 1.  2600 

1 辺。 0. 2275 0. 3003  0. 4550 0. 60( 焔 0. 9100 1. 8200 1. 3650 

1. 40 0. 2450 0. 32;34  0. 4900 0. 6468 0. 9800 1. 9600 1. 4700 

1. 50 0. 2625 0. 3465 0. 5250 0. 6930 1. 05α}  2. 1000 1. 5750 

40 . 40 0. 0800 。守1055 O.  1600 0. 2110 0. 3200 0. 4220  0. 4800 

. 45 o ω0 0  O.  1188 O.  1800 O.  2376 0. :1600 0. 4752 O. 5400 

. 50 O. 1000 O.  1320 0. 2000 0. 2640 0. 4000 0. 52130 0. 6000 

. 55 0. 1100 O. 1452 0. 2200 0. 2904 O.  4400 0. 5808  O.  6600 

. 60 0. 1203 0. 1584 0. 2400 0. 3168 0. 4800 0. 6336 O. 7200 

65 O.  1300 O.  1716 0. 2600 O.  3432 0. 5200 0. 6864 O.  7800 

. 70 O.  1400 O.  1848 0. 2300 0. 3696 0. 5600 O. 7392  0. 8400 

. 75 0. 1500 0. 1980 0. 3000 0. 3960 0. 6000 O.  7920  0. 9000 

. 80 O. 1600 0. 2112 0. 3200 0. 4224 0. 6400 0. 8448  0. 9600 

. 85 O. 1700 0. 2244 0. 3400 0. 4488 0. 6800 O.  8976 1. 0200 

. 90 O.  1800 0. 2376 0. 3600 0. 4752 O. 7200 0. 9504 1. 0800 

. 95 O.  1900 0. 2508  0. 3800 O.  5016 O.  7600 1. 0032 1. 1400 

1. 00 0. 2640 0. 4000 0. 5230 0. 8000 1. 0360 L  2000 

1. 10 0. 2200 0. 2904 0. 4400 0. 5303 0. 8300 1. 1616 1.  3200 

35 



寸 法 ぐ 尺コ

長5サ 0)、:
6. 6凡 10. 0尺 13. 2尺 20. 0尺

野. 巾

. 40 1. 20 il O. 2400 0. 3168 0. 4800 0. 6336 0. 9600 1. 2672 1. 4400 

1. 30 O.  2600 0. 3432 0. 5200 0. 6864 J . 04りり 1. :.1723 1. 5600 

1. 40 O.  2800 O リ696 0. 5600 O. 7392 1. 1200 1. 4784 1. 6800 

1. 50 o  3000 0.3960 O. 60α)  
。ー 7920 1. 2000 1. 5840 1. 8000 

ド一一一一一

45 . 45 O.  1335 0. 2025 0. 2670 0. 4050 0. 5340 0. 60'15  

ー50
0. 1125 O.  1485 0. 2250 O.  2970 0. 4500 0. 5940 0. 6950 

55 O.  1233 O.  1634 0. 2475 0. 3267  0. 4950 0. 6534 0. 7425 

60 O. 1350 O.  1782 0. 2700 0. 3564 0. 5400 O. 7128 0. 81α}  

. 65 O. 1463 0. 1! {31 0. 2925 0. 3861 0. 5850 O. 7722 0. 8775 

ー70
O.  1575 0. 2079 0. 3150 0. 4153 0. 6300 0. 8316 0. 9450 

. 75 O. 1638 0' 222B 0. 3375 0. 4455 0. 6750 0. 8910 1. 0125 

. 80 O.  1800 0. 2376 0. 3600 0. 4752 O. 7200 0. 9504 1. 0800 

. 85 O. 1913 0. 2525 0. 3825 0. 5049 O.  7650 1.009i l  1.  1475 

. 90 0. 2025 0. 2670 0. 4050 0. 5340 0. 8100 1・06i lO 1. 2150 

. 95 0. 2138 0. 2322 0. 4275 0. 5644 0. 8550 1. 12il8 1. 2o25 

1.  00 0. 2250 0. 2975 O.  4500 0. 5930 0. 9000 1. 1900 1. 3500 

1. 10 
。ー 2475 0. 3267 0. 4950 0. 6534 0. 9900 1. 306B 1. 4850 

1. 20 0. 2700 0. 3564 o  5400 O. 7128 1. 0300 1. 4256 1. 6200 

1. 30 0. 2925 0. 3861 0. 5350 O. 7722 1. 1700 1. 5444 1. 7550 

1. 40 0. 3150 0. 4158 0. 6300 。. 8316 1. 2600 1. 6632 1. 8900 

1. 50 0. 3375 0. 4455 0. 6750 0. 8910 1. 3500 1.  7820 2. 0250 

. 50 . 50 O.  1250 O.  1650 0. 2500 O. 3:.100 0. 5000 0. 6600 O.  75以)

. 55 O.  1375 O. 1815 0. 2750 0. 3630 0. 5500 O. 7260 0. 8250 

. 60 O. 1500 O. 1980 0. 3000 0. 3960 0. 6000 O. 7920 0. 9000 

. 65 0. 1625 0. 2145 0. 3250 {) . 4290 0. 6500 0. 8530 0. 9750 

. 70 O. 1750 0. 2J 10 0. 3500 0. 4620 O.  7000 0. 9240 1. 0500 

. 75 O. 1875 0. 2475 0. 3750 0. 4950 O.  7500 0. 9900 1.  1250 

. 80 0. 2000 0. 2640 0. 4000 0. 5230 0. 8000 1. 0560 1. 2000 

. 85 0. 2125 0. 2ilO5  0. 4250 0. 5610 0. 8500 1. 1220 1. 2750 

. 90 0. 2250 0. 2970 0. 4500 0. 5940 0. 9以)0 1. 1830 1. 3500 

93 0. 2375 0. 3135 0. 4750 0. 6270 0. 95似) 1. 2540 1. 4250 

1. 00 0. 2500 0. 3300 0. 5000 0. 6600 1. 0000 1. 3200 1. 5000 

1. 10 O.  2750 0. 3630 0. 5500 O. 7260 1.  1000 1. 4520 1. 6500 

1. 20 O. 3000 0. 3960 0. 6000 O.  7920 1. 2000 1. 5340 1. 8000 

1.  30 0. 3250 0. 4290 0. 6500 0. 8580 1. 3000 1. 7160 1. 9500 

1. 40 0. 3500 0. 4620  O. 7000 0. 9240 1. 4000 1. 8480 2.  1000 

1. 50 0. 3750 0. 5450 O. 7500 1. 0900 1. 5∞o  2. 1800 2. 2500 

. 55 . 55 0. 1513 O.  1997 0. 3025 0. 3993 0. 6050 

. 60 O. 1650 0. 2178 0. 3300 0. 4356 0. 6600 

0  0 制871323 11 0190W9205 0  

. 65 O. 1788 0. 2360 0. 3575 0. 4719 O. 7150 

ー70
O. 1925 0. 2541 0. 3850 0. 5082 O. 7700 1. 0164 I  1. 1550 

. 75 0. 2063 0. 2723 0. 4125 0. 5445 0. 8250 1. 0890 1.  2375 

. 80 0. 2200 0. 2904 0. 4400 0. 5808 0. 8800 1. 1616 I  1. 3200 

. 85 0. 2338 0. 3086 0. 4675 0. 6171 0. 9350 1. 2342 I  1. 4025 
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会 員

入

ニ 写 会 員

〈本 部〉

必』

コE

動 静

者

註 ( ) 内は御紹介者名

安調嘘設産業〔株) 1  福島区玉川町2の83
0

アポロ印

刷所 1 *区北新町2の23。石関商庖 1 者1¥島区都島中通6

の64 Cやよひスレート ) 0 ( 株〕 内田商会 1  北区万才

町47 C中川茂二) 0 ( 有〕円満庄次郎商庖 1  南区順慶

悶r4の43 C山本建材社) o( 株〕大阪セメゾト工業所 1 此

花区西九条通1の24 Ci 初日スレ ートコ。川島織物工業〔株〕

1 東区道修町1 C小早川美武J 。栗山建設〔株 )1 南区

西消7klllJ8。研文社 1 北区堂山町66。岡島応用化工〈株3

10 西区京問調上通1の14 C保関源三〉。大建工業〔株〕

1 西淀)IJ 区姫島町16900 ( 株〕大和商会 1 南区高津町

4の73 C朝日スレ戸トコ。 ( 株〕谷島商庖 1 北区木幌町

25。玉置産業〔株) 1 南区心斎崎南詰東入。寺崎硝子

庖1天王寺区茶臼山町111 CN閉経政) 0 (株〕 秘多閥会

1 凶Is: 川口町12
0 ホ戸コク建材 l古l :j t lメ天満附筋2の51

0

丸尾建材〔株) 1 閤区九条硝通1の123。万勢尚会 1 西

区1"1 ツ崎西南 詰 ( 山木建材 I土〉。村尾工業〔株) 1  * 成

ｉ ｾ ボ ＱＱ 路間 ｲ Ｒ の Ｗ C石井建材J 。

仁和歌山支部〉

慈幸賞金装腐 1 和歌山市久保町2の25 C薮本芳- ) 。日新

建設工業〔株) 1 和歌山市事援西のT21 C厳* 芳一J 。

正 会 員

( 本 部 〉

秋田忠治郎大和高田市旭町2 ( 自営〕。安藤貞} 京例

市中京区中町竹屋町上ル米九町255 ( 日本ピルダーズ株〕

加燦喜三郎京都市右京| 玄竜安寺五反田町19 ( 竹中工

務庖株) ( 平岡広次コ。国宗主事・維 尼崎市上の島高田1 l l J 78

〔水木建殴株) ( 末広実務J 。 沢 井 正 隙 奈 良 県 吉 野 郡

上市町。渋谷友一豊中市柴原239 ( 八木工務庖株〕ぐ竹

谷右ーコ。土井光明北区若松町35 ( 日本硝級株〕。中間

際之助阿倍野区北畠東1の12 ( 大阪市建築局〕。速水幸

雄 此 花 区 高 見 町3の108 ( 造幣Ir営繕係) C末広突殺J 。

樋口登東住吉区砂子町167 ( 大阪市建築局住宅課〕。前

野良規此花区秀野町18 ( 大阪市建築局住宅課〕。 水河

井 堺 市 三 宝 町3の19 ( 尼崎市教育部学務課〕。水谷正幸

北 lズ中之島大阪市建築局住宅課。宮本給司京都市東

山lヌ五条上ル商入ル〔吉田建設株〕。安川雄一郎 北 区

新川崎町1 ( 造幣庁造幣稼〕。安倉安範天王寺区羽越町

119大阪土木工業〔株〕。

〈兵庫支部〉

伊藤E俊男神戸市兵庫区淡町3の14 ( 株〕大梼組〈馬回

収行コ。熊回忠次神戸市線区岩屋南通5の3 長谷川工務

官く秋田行総〉。

〈京都支部〉

川西惣太郎京都市上京区智恵光院丸太町下ル〔中野建

般株) C久保春治J 。房岡 昭 一 京 都 市 左 京区岩倉中左til!

問J 162 ( 同志枇営縫) ( 鴻回万ムコ。 古川浩彦根・市巽町

48 ( 滋賀大学会計課) ( 水井俊久〉。

(ブt.j>1・l支部〉

河合三自1¥ 徳岡市薬院制割町30日本鎖強コングリート〉

薄与斑J 。 木 村 滋 門 司 市 大 里 新 町海岸通り。村岡惣市

福岡市古小烏町50の9 ( 福岡市役所) (JIJ 傑j文二J 。

〈中国支部〉

佐藤堂太郎島根県遁「郡大田村〈中岡喰勤。

佐一呉市広町吉松二班〔自営〕仁本田明三二〉。

準 会 員

( 本 部 〉

二宮喜

岡 田 明 信 浪 速区下寺町3の56。 杉 本 勝 治 守口市滝井

西Il l J 3の43。森問孝雄北区梅岡町大阪鉄道管理局。

二 写 会

C; ; f ; ; : 部〉

退 会 者

員

〔株〕井出向居。大阪j慶青工業〔株〕。 岡田商会。阪急

室内装飾〔株〕。

〈兵路支部〉

〔株) J ] i . 綿組。松浦木材〔株〕屯

〈中同支部〉

広瀬文太郎。

正 会

〈 本 部 〉

員

布団良一。消71<長秀。 i問栂依ー. C! I(。中西資f;' .i。船木鉄総

八尾政二。。安8- 1 喜好。山盛時巴。

〈兵w支部】

池内百二。中r! I 忠雄。 i怯i市弱太郎。( 和歌山支部) 来山

議。 ｲｬｾ 村政視。Ｈ中国支部〉辰伶ｪｦＮ男。升元喜彦。Ｈ地

方〉畠山l畿三自1(0 ( 死亡〉志村安馬。

転 居 ， 転 勤

二 号 会 員

く本 部〉

サ ッ ジ ュ ・ ド ア ー . v ヤ ッ タ ー

鍍 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・ 発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大 阪 事 務 所 大 限 市 西 区 江 戸 堀 上 通 二 ノ 五 七

電 話 土 佐 堀 @2  1 8 8 番

本 社 及 東 京 都 荒 川 区 三 河 島 七 ノ 七 八O

東 京 工 場 電 話 下 谷 8 1  5  ＵｾＸ＠ 1  5  9  

中 川 工 場 東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 本 町 一0 0 0

船 橋 工 場

丸

営

ノ

業

内

所

電 話 本 田 190 ・196 ・1018

千 葉 鯨 船 橋 市 海 林 町 二 ノ 三 五O

電話船橋 ＵＰＹｾＵＱ Ｑ

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

三 菱 新 館 内 電 話 丸 ノ 内973・4501

37 



新体. 宅社代国部北区曾根崎上1の8 ( 株〉コマツ商会に

変更。

正 会 員

〈 本 部 〉

井沢善哉奈良県北葛城郡下回村北今市。石原遼偉神

戸市生田区中山手通6の330 i甫辺鋲太郎西宮市甲東

園東河原9の21。 大 木 浩 大 正区梅之町4の45大阪鉄工

( 株〉准会員より。木村正夫西成区新開通3の26o 紺

谷繁信府下豊能郡箕面町平尾107の2紺谷武史} こ改名。

柴垣貴雄東区高麗栂2の9野村建設工業( 株〉復活。関

谷信次郎池田市新町通 1 九州支部より。中尾光夫

府下三島郡山岡村大字山間下130勾L州支部より。中沢誠

一郎守口市滝弁元町3の27。 浜 口 浩 三 盤 中 市 野I兎

大阪郵政局豊中寮。福島栄一奈良県平智郡五条町弁上

町。福岡亨吉尼崎市西字南開711。洲本消| 盗府下北

河内郡凶条畷町南野特調回発政祭。前}J 1守治 住 吉 区

墨江西6の4。 松 本 字一 神戸市灘区富山町2の17。村岡

正義竹中工務脂設計部へ転勤。 ;隣国彦行旭区大宮西

ノ町6の737。米国良男( 株〉米国工務盾 自蛍。

( 兵庫支部〉

永沢毅一神戸市東灘区本山町岡本高井39地方より。

出口武夫神戸市東灘区本山町岡本高井68 東海支部よ

り。北村久男北村工務盾自蛍。

( 東海支部〉

井上癒二名古屋市中区南鍛冶屋町3の8 日本スレ戸ト

( 株〉。大会周平名古屋市中区新栄町2 鴻池組名古屋

支活。事11谷鉱ー名古屋市西区大船町l の8 名古屋土木

建築( 株〉。佐藤間自1¥ 名古屋市東区布池町23 東海建

築技術事務所。問中瓶一名古屋市東区西二葉町1の300

中村牧次郎名古屋市中区南外郷町6の1 文音p省、教育施

設部。桜井勇夫岐阜市字佐海草352の1。 吉 田 隆 一 鈴

鹿市東宝塩町東畑建築事務所本部より。吉田善太郎

大垣市久瀬川町6の172の2 大越工務居。

くブL州支部〉

天井E月八幡市中町 八幡市民館新築工事治水建設作業

所。岩間援福岡市大名町223の60 日本発送電工木部

湖周銀郎福岡市須崎土平町76。河野道治八幡市黒崎

西筒井大林組社宅。

( 中国支部〉

大阪市北区絹笠町堂ピ} [ . ，

電話掘J f I 9  5  t  1820.  

羽

奥井忠太郎広島市大平町8の90。 河 淵 元 三 郎 広 島県

安芸郡平野村。藤井孝夫 山口市道祖町l 。

( 和歌山支部〉

秋月正兵和歌山市和歌浦西の7 林フサ子方。雑賀利

男和歌山市南細工町17。梅野正春和歌山市屋形町 1

の8。

( 京都支部〉

井上鴻ニ舞鶴市大波下滋高組詰所本部より。

( 地 方 〉

池田武彦長野県大町若宮東畑建築事務所本部より

尾崎教一 富山県射水都大門町犬内東畑建築事務所

本部より。染田藤繁東京郡千代田区丸ノ 1;1ヨ1の2 大林

組東京支庖本部より。悶島武雄徳島県麻植郡山瀬町

湯立田島娘紙工場准会員より。多聞利夫香川県大

川郡松尾村大字国間311。 中島猪之吉東京都杉並区弁

荻2の32。伴仲伝ー次 東京都新宿l 2 i 剥11江町幻。 日沖一

東京都足立区大手F同町 日立足立製作所中国支部より

平 野 八 十 次 石川県金沢市馬場1の27。 本 問 調 一 北 海

道札幌郡豊本町平岸134。

准 会 員

高原康一日1¥ 奈良市磐若寺町27 木南方。寺島一雄守

口市大宮通1の50。 西井実奈良県郡山町西岡町小川石

松方。三崎淳府下中河内郡天善町郷6。

く27頁より続く〉

近代の自峨の? 波宮は週く周知せられ英実例を挙ぐれば突

に驚くべき品録となる。

自駁に対する対策としては単に建造物の予防筋設並被

告物の駅除をえEすのみに止らず進んで之が繁勉を防止し

被宮を絶滅せしむる覚悟を以て之が突現を企図するには

白蟻に関する一般知識を国民に普及し伝染病予防規則の

如 く ， ＡＡｘは建築基準法の 如き白蟻予防 駆 ιｾ に関する法規

を制定し家屋の建築に当りでは耐鍍建築を強制する等官

民協力して建築物の保存期限を永からしめ我が国に於け

る山林を保護し国富をt曽進せしめるには木造建築を主と

せる我が国にらりでは焦眉の急務である。

( 悠者，前回白蛾研究所長〉

空手点 前 問 自 駿 研 究 所



会 務 ( 四月分コ

都市不燃化促準連合会 4 月. : 31日於iliJl 日事務所連合会開

催，渡辺幹事長外出席，国会へ法案の提出促進につ会

協議。越えて 5 日と 9 日於分室，松井，中沢外少委員

会開催検討23日 3 時於朝日事務所にで，木連合会と東

京不燃化同盟，古賀，玉木両湿事と合同会合12名，今

後の促進方につき東西連絡協調促進につき協調を進め

ｾＮ＠

，ｾ。

建材部会 4 8正午於朝日事務所池田会長外出席，総会

及び事業等協議， 19日と26日rw旧にて総会準備を協議

した。

後術部と建材部会 1 9 8 3 時於朝日事務所，置思建築事

務所長外設計関係各伎と，大同鋳造外建材関係話集合

最近資材の動向 ｻｉ 国絡及協紛等につｾ両者連絡懇談をし

守 .

れ 』 。

京都支部 6 日於事務所にて絵弁支部長，白石， * } II 幹

事等集合， r非i' 般協議12日 3 時於水道会館。役員会開般

に関する絡事羽及び支部 ｬｽｾ 務所移動の件等につき協瀦

の同月勾日同所にで総会開催，松井支部長外各出席，

25年度決算報告， 26年度予算案承認，役員改選別項の

通り決定，事務所所在を京都市内閲意に移動出来る事

に規約改正決議した， く因に従来の事務所を近く水道

会館内に移す予定をも協議した〉

25年度理慕会 18日正午於建設会館 3 階，竹腰会 長級久

保鐙事外出席， 25年度決算承認，申継手続項検討英他銭

務整理事項を協議し，竹際会長より 1 年聞の協力支援

に ｍｌ 感謝のＢＸ ｈｾ 述べられｼ日理事会党閉じた。

理事会 18日 2 時於建設会館， 竹版会長，大林，東畑寓11

会長 ，松久保ｾ ｾ �Ｚ外現 ｾｮｯ 名出席，ゲ ｦ 限 会長 Ｒ Ｖ 年度理

事会として協力方を願う旨の開会挨拶后，下記の議事

を了した。

仁1) 理導下分掌，別表の通り協定 く2) 主言己，主計，

編集の定数を運営に使ならしめる様次回評議員会に提

案する事を申合せた。 ( 3) 理事会定例日を本年度は第

2 水隠日 2 時と申合せたo ( 4)  ｾ型車会は定員なきも凡

5. 6名集合の時会議進行を申合せた。 ( 5) 申継事項を号|

継ぎ検討。 ( 6) 入退会詮衡 ( 7) 委員会構成委員委嘱方

を主記会に一任。入会中の大阪会工議所より申越の会

費値上を承認 1雄理安部付は保留。 ( 8) 建築士会の発

展を予想 L今後協会の在方につき懇談引続き検討申合

せた，建築と社会の在り方につき意見交換前項に関連

術研究する事とした。記念事業建築会館問題を論じた。

主記会 188 4 時於分室，中野，青木，池田，小林理事

出席，主言己分担事項決定委員会構成英他諸般協議，定

例を毎月第 Ｑ 水 Ｓｾ 時と申合せた。

見学会 24目立時大阪女学院，会勢幹事主催に係る市内

兎[ t { {-: 右衛門町グオーリズ氏設計上記コゾグリート建

学校建築を見学，会ずる者10名言志上会告周知不充分の

ためか近来稀に見る小数参加であったのは誠に遺憾で

あった。

集集委員会 20日 3 時於朝日事務所，白石，岡田，竜沢

谷口理事，大手u常務理事， ti中間係長，会合委員長，白石

氏互選進行，定例日，委員委嘱， 6 月号編集英仙協調

26日3 時於J l iJl 日事務所，白石委員長谷口理事福岡，

凶} I I ，今回，各新委員及大手I i f ! l ! 事， i ' r f 1悶係長出席委員

長より新年度 1 年聞の企闘副案を審議次回委員会に提

出と決め 6 月号事ピホテル特集とする。

関 西 建 材 会 行 事 建 築 協会員建設資材に関係を持つ各位

を以て組織されている関西建材会は昨 年11月発会式を

揚け爾来粉々英基礎令固めつつ本会建材部として活動

の被に進んでいるが年度始の行事として下の通 り催し

をした。

時局講演会， 27日3 時於大阪建設会館

大阪毎日新聞社経済部次長、神前明和j氏

飽 会 岡 田 4 時間所、 25年度決算事業報告承認， 26年

度予算案審議会長以下役員改選を行った後懇親会を聞

き今後事業計画向上苦手展を期し擁会裡に散会。

お 知 ら せ

図 見 学 逼 知 に 就 て

通信費節約のた号本部及支部の見学会通知I ' i 特別のも

のの外出来る限り誌上面会告を以て代へますq 誌上会告

は頁の者11合により一定としないですが普通本文中余白叉

は木文の終りを予定している。時に色紙表紙の裏の} 般

広告余白に掲載いたしますから毎号会言志は一通り ，御 閲

覧下さい， ( 会勢委員会〉

回 会 計 事 務 員移 動 に就 て

従来分室会計女子事務員として数年勤務中の中村千恵

子衆事此度ー身上の都合で辞職帰郷代りとして平木者1¥子

煮を採用いたしました， く主記〉

回 事務 嘱 託解 傭 の 件

前号会告の通り広告事務と集金の一部を嘱託していま

した福永喜一，祖川童文両名は去る 3 月限り解備してい

ます。 為念再掲( 主記〉

却



曾 告

役 員 嘗 濯 に 関 す る 件

昭和26年 3 月29日開会、の評議員会に於て副会長並びに理事の選挙を執行いたしました結果下記の通り夫々当選さ

れました。

面リ 会 長

大 林 芳 自E 氏 東 tlU 謙 氏

理 事

青 木 友 一 氏 浅 海 治 平 氏 池 田 達 雄 氏 岡 田 孝 男 氏

斉 藤 光 夫 氏 鈴 木 一 幸 氏 銭 高 輝 之 氏 竹 中 鯨 一 氏

谷 ロ 尚 武 氏 中 野 順 次 郎 氏 伴 潔 氏 日 J.t 勝 好 氏

藤 木 正 一 氏 南 長 官 氏

各支部選出評議員嘗濯の件

各支部選出の評議員f- t 夫々の支部に於て下記の通り当選されました。

〈東海〉 大 倉 由 平 氏 中 村 牧 次 郎 氏 吉 岡 孝 夫

( 京都〕 館 林 熊 司 氏 森 口 務 氏

〈兵 庫〕 桑 国 正 一 氏 幸 町 名 積一 夫 氏 1:j': 潔 氏

広 間 観 太 郎 氏 古 塚 正 治 氏 森 同 様 次 氏

く和歌山〉 栗 林 一 馬氏・ 布 袋 国 雄 氏 厳 ヌ ド 芳 一 氏

渡 辺 栄 重 量 氏

〈中国〕 飯告 塚 古 車 ; 吉 氏 今 津 軍 蔵 氏 鈴 木 広 好 氏

桜 出 彰 氏 松 田 実 氏

〈ブL 少ID 伊 藤 武 文 氏 篠 原 政 次 郎 氏 深 尾 実 郎 氏

旭硝子株式会批尼崎工場見学会

日 時 五月二十二日( 火〉午后二時、晴雨不論

集 合 所 阪神電車出屋敷駅前、時間励行

申込締切 五月十九日迄( 要会費金30同〉

イ旦工場の都合で予定人員に達した時先着締切

見 学 先 所 在 尼 崎 市 西 向 島 町 ( 阪 神 出 屋 敷 駅 下 車 南 一 丁 東 入

工 場 建 物 生産工程、種 類、数 量、価格等説明聴取后現場見学。

家庭にオフヰスに日常吾々が見馴れている硝子がいかなる工程で出来ているかを見る丈でも興味深いが更に後

戦の復活状況［ＱＭＱ，Ｚ・他につき見聞する ｾｈ ＭＺｴ建設白に関係する者の見ｪｧＡ ｌ 鋭い見学とね ー すＮる，硝子工場の見学は本会とし

て十数年振りである今般同工場関係者が特に本会の希曜を容. / l 見学の便宜を与えられたこの好機を治せず御申込

書3 らん事を待望する。

O 工場終業時間の都合上集合時間特に励行して下さい。

O遅参の方は直接工場へお越し下さい。

0 参加者は必ず会員動資用願います。 会勢委員長 松 村 雄 吉

編 輯 后 記

あらとうと青葉若葉の自の光、?とった夫れだけ

で総てが云い尽されたような今日此頃。

新緑の和歌山特輯号を御送ずる。

会員諸兄の御活躍も叉此の五月の如く 1寝静IJ7とる

事と存じ 「建 築 と 社 会J も、新委員の編成を以て

即ち、 白石博三雪委員長を初め苧口倫武氏、 亀沢 真

弓氏、岡田孝男氏、 竹 中練一氏、山本竜太郎氏、

南長吉氏、日垣市太郎氏、福田朝生氏、西川真澄

氏、今西茂雄氏の 11氏にイ衣る新しき企画に依て諸

兄の御期待に添われるものと信じまナ。

向、昨年度の大林芳郎委員長の御業蹟誠に厚く

叉名14氏の熱烈? とる御努力も深く会の歴史に記さ

る L のと存じ此の美しき校わ、愛会言者凡の心情に

ｾＡｊ、更に新芽わ強よく清よく延びて行かんとと

を。

建 築 と 祉 会

第 3 2 輯 第 5 号

売価 1 部80円 く送料共〉

昭和 ＲＶ 年 Ｔ 月初日印刷 ・ 昭和 ｾＶ 年 Ｕ 月 Ｑ 日発行
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